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新 岡 垣 風 土 記  

『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
1
0
0
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

岡
垣
の
教
育(

大
平
洋
戦
争
前
期) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
戸
切
国
民
学
校
〜 

 

編
集
 

後
記
 

　クリストファがこの岡垣町に来て、もうすぐで2か月
になります。初めの頃は私も緊張していましたが、うち
とけて仲良くしてもらっています。クリストファは、日
本語がかなり上手です。しかし、分からないこともある
みたいで、周りの私たちによく質問してきます。その質
問が、かなり鋭いというか、難しいというか、なかなか
すぐに答えることができないことがあります。例えば、
日本ではラーメンを食べる時などに、｢コクがある｣と言
いますが、いざ英語で訳すとなると、考えてしまいます。 
　逆に、クリストファと話していると、｢その日本語の
使い方、間違ってるよ！｣と言われることもあります。
　私の場合、英会話教室に行く前に、まずは日本語の勉
強をした方がいいみたいです。　　　　　　　　　(竹森) 

　10月10日に高齢者スポーツ大会が行われました。日頃
運動することがない人も参加していたと思いますが、み
なさんが元気、元気で笑顔がいっぱいでした。 
　私自身もスポーツは観るのもするのも好きで、野球を
したり、スポーツジムで運動したりしています。これか
ら寒い時期になりますが、スノーボードなどを楽しみた
いと思います。 
　私が高齢者になったときは、スポーツ大会に参加して
いたみなさんのように、元気に楽しめるように健康でい
たいものです。 
　運動は、健康には大切なことで、長生きの秘訣にもな
ります。趣味として、仲間づくりの場として、スポーツ
を楽しみましょう。　　　　　　　　　　　　　　(村上) 

ひ 
動 

と き 
の 

（９月末） 

人口……31,298人（＋25） 

世帯数…11,201世帯（＋20） 

まちの広さ…………48.51km2

　　　そのうち128人は外国人 

女性……　　16,486人（＋14） 

男性……　　14,812人（＋11） 

 
 
出生…18人　　  死亡…27人 
転入…112人　　転出…78人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　９月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

8月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

8月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 79件 
搬送人員　 70件 

出火件数　２件 
り災件数　１世帯 

救

急

 
火

災

 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち44世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 
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ッ
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待
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て
ま
す
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お
待
ち
し
て
ま
す
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ホ
ッ
ト
な
話
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お
待
ち
し
て
ま
す
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11 14 126111

0 1 20

0 1 96

16 22 176142
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ゃ
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し
ょ
う
し
ょ
 

は
し
げ
た
 

い
し
ぼ
と
け
 

な
ぎ
な
た
 

お
ぼ
 

　
１
９
４
１(

昭
和
16)

年
12
月
８
日
、

日
本
は
米
英
と
開
戦
し
た
。 

　
日
中
戦
争
が
膠
着
し
た
ま
ま
、
日
本

は
新
た
な
戦
争
に
突
入
し
た
。 

　
こ
の
開
戦
は
、
８
日
の
朝
、
ラ
ジ
オ

の
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
で
、｢

大
本
営
陸
海

軍
部
発
表
。
８
日
午
前
６
時
、
帝
国
陸

海
軍
は
、
本
日
未
明
、
西
太
平
洋
に
お

い
て
、
米
英
軍
と
戦
争
状
態
に
入
れ
り｣

と
報
道
さ
れ
た
。 

　
こ
の
日
、
日
本
軍
は
、
ハ
ワ
イ
の
真

珠
湾
、
上
海
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
グ
ア

ム
島
な
ど
を
攻
撃
し
た
。 

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
翌
日
（
９
日
）

の
新
聞
で
も
、
報
道
さ
れ
た
。 

　
そ
れ
に
は
、
宣
戦
布
告
（
詔
書
）
も
掲

載
さ
れ
た
。
詔
書
（
写
真
）
は
、
各
学
校

に
も
配
布
さ
れ
た
。
巻
物
風
に
し
て
、

木
の
箱
に
入
っ
て
い
る
。
私
は
、
現
物

を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
知
人
の
元

小
学
校
教
師
か
ら
、
８
年
前
ぐ
ら
い
に

譲
り
受
け

た
も
の
で

あ
る
。
戦

後
す
ぐ
、

校
長
か
ら

保
管
を
依

頼
さ
れ
、

自
宅
の
納

屋
に
置
い

て
い
た
と

い
う
。 

　
各
学
校
に
配
布
さ
れ
た｢

詔
書｣

は
、

翌
年
か
ら
、
毎
月
、
８
日
の
朝
会
で
、

校
長
が
読
み
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

　
開
戦
に
つ
い
て
は
、
12
月
９
日
、
全

校
朝
会
で
、
宣
戦
の
布
告
に
つ
い
て
、

校
長
が
訓
話
を
行
な
っ
た
。
10
日
に
は
、

全
校
朝
会
で
、｢

詔
書｣

の
奉
読
式
を
行

な
っ
た
。（
内
浦
小
の
記
録
） 

　
１
９
４
１
年
４
月
１
日
、
国
民
学
校

令
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の｢

尋

常
小
学
校｣

の
名
称
が
、｢

国
民
学
校｣

に
改
め
ら
れ
た
。
学
校
令
の
１
条
は
、

｢

国
民
学
校
ハ
帝
国
ノ
道
ニ
則
リ
テ
初

等
普
通
教
育
ヲ
施
シ
国
民
ノ
基
礎
的
錬

成
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス｣

で
あ
っ
た
。 

　
岡
垣
で
は
、
内
浦
小
、
吉
木
小
、
山

田
小
が
そ
れ
ぞ
れ
、
国
民
学
校
と
な
っ

た
。
戸
切
小
は
２
年
後
に
国
民
学
校
と

な
っ
て
、
山
田
小
か
ら
分
離
し
た
。 

　
大
野
ヒ
サ
子
さ
ん
と
武
内
久
江
さ
ん

は
、
１
９
４
４
年
３
月
、
戸
切
国
民
学

校
を
卒
業
さ
れ
た
。
当
時
の
思
い
出
を

｢

学
級
の
児
童
数
は
40
数
人
だ
っ
た
。

朝
鮮
人
の
子
弟
が
６
〜
７
人
い
た
。 

　
始
業
時
な
ど
は
、
小
使
さ
ん
が
小
さ

な
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
。 

　
４
年
の
時
に
戦
争
が
始
ま
っ
た
が
、

学
校
で
ど
ん
な
話
が
あ
っ
た
か
覚
え
て

い
な
い
。
親
か
ら
聞
い
た
よ
う
に
思
う
。 

　
５
年
の
時
は
、
本
校
の
山
田
国
民
学

校
へ
通
っ
た
。
エ
ン
ド
レ
ス(

石
炭
車
の

通
る
線
路)

の
横
の
細
い
道
を
歩
い
た
。 

　
こ
の
年
、
宗
像
大
社
ま
で
、
遠
足
で

行
っ
た
。
と
て
も
き
つ
か
っ
た
。
担
任

の
先
生
が
宗
像
だ
っ
た
の
で
、
先
生
の

家
に
寄
り
、
お
茶
を
い
た
だ
い
た
。 

　
６
年
か
ら
は
戸
切
国
民
学
校
と
な
り
、

戸
切
に
戻
っ
て
、
こ
こ
で
卒
業
し
た
。 

　
６
年
生
の
時
、
遠
賀
郡
の
小
学
校
水

泳
大
会
が
、
芦
屋
の
遠
賀
川
の
橋
桁
付

近
で
行
な
わ
れ
た
。
戸
切
は
２
位
に
入

賞
し
た
。
他
の
学
校
の
人
た
ち
が
、
び

っ
く
り
し
て
い
た
。
そ
れ
に
は
、
海
軍

兵
士
に
よ
る
水
泳
の
指
導
が
、
石
仏
の

堤
で
行
な
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
自
分

た
ち
だ
け
で
練
習
し
て
い
て
、
友
達
が

溺
れ
か
け
た
こ
と
が
あ
る
。
朝
鮮
人
の

友
達
が
助
け
て
あ
げ
た
。 

　
薙
刀
や
木
剣
の
指
導
も
受
け
た
。
そ

の
演
技
を
、
運
動
会
で
披
露
し
た
。 

　
運
動
会
の
地
区
リ
レ
ー
は
、
１
坑
、

２
坑
、
３
坑
な
ど
と
、
坑
口
単
位
に
よ

る
チ
ー
ム
編
成
で
、
盛
り
上
が
っ
た
。 

　
教
科
書
は
、
芦
屋
ま
で
買
い
に
行
っ

た
。
下
級
生
の
分
ま
で
、
買
っ
て
き
た
。 

修
学
旅
行
は
な
か
っ
た｣ 

と
語
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
江
　
東
樹 

ど
っ
ち
も
負
け
る
な

ど
っ
ち
も
負
け
る
な
 

ど
っ
ち
も
負
け
る
な
 

ど
っ
ち
も
が
ん
ば
れ

ど
っ
ち
も
が
ん
ば
れ
 

ど
っ
ち
も
が
ん
ば
れ
 

高倉神社　秋の大祭の相撲大会 高倉神社　秋の大祭の相撲大会 
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芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・

遠
賀
町
合
併
協
議
会
の
第
３
回
目

の
会
議
が
、
９
月
24
日
（
水
）
に
岡

垣
町
い
こ
い
の
里
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
3
回
協
議
会
で
は
、
2

つ
の
報
告
と
１
つ
の
議
案
、
そ
し

て
3
つ
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
 

合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。次回は11月26日(水)午後2時から芦屋町町民会館大ホールで行われます。 
 
 

合併に関する期間限定出前講座(来年3月まで)を開設しています。どうぞご利用ください。お問い合わせは中央公民館まで。 

芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
 

第
３
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
３
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
３
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
３
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
３
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

 

3回目となる合併協議会の様子 

 

例)Ａ市がＢ町を編入します。こ 
の場合、Ａ市は存続し、Ｂ町の 
法人格が消滅します。 
 

新設合併 編入合併 

 

例)Ａ市とＢ町が合併し、新たに 
Ｃ市をつくります。この場合、 
Ａ市、Ｂ町ともに法人格は消滅 
します。 

A市 B町 

C市 

B町 

A市 

A市 

○名称選考方法先進地事例 

公募 新市町村名 合併の時期 事例等の内容 

あさぎり町 
（上村・免田町・岡原村・ 
須恵村・深田村)

有 

有 

有 

有 

有 

無 

平成15年4月1日 
小委員会で調整方法を検討し、住民 
公募の後、小委員会で応募の中から 
4点まで絞り込み、協議会で選定した。 

さぬき市 
（津田、大川、志度、寒川、 
長尾町が新設合併） 

平成14年4月1日 
公募の中から各町10候補を選出し、 
法定協議会で1候補を選出した。 

さいたま市 
（浦和、大宮、与野市） 

平成13年5月1日 

新市名検討会(小委員会)を設置し、 
応募の中から５点を選定後、小委員 
会で｢さいたま市｣を選定し、法定協 
議会に報告した。 

西東京市 
（田無、保谷市） 

平成13年1月21日 

住民公募の後、小委員会で応募の中 
から10点まで絞込み、協議会におい 
て５候補を選定。そのうえで市民意 
識調査の最多得票で｢西東京市｣が決 
定した。 

篠山市 
（篠山、西紀、丹南、今田町） 平成11年4月1日 

任意協議会で新市の名称に｢篠山｣を 
入れることは決定していたが、具体 
的な名称決定は、住民から募集し、 
小委員会で調整したが調整がつかず、 
町長会で、定着度・歴史・知名度・ 
住民公募の結果、一体感醸成の観点 
から実質的に決定した。 

あきる野市 
（秋川市、五日市町） 平成7年9月1日 

小委員会で住民アンケートなどを検 
討したが、法定協議会で協議するこ 
ととした。その後、協議会で調整が 
つかず、最終的には両首長の協議に 
より地域の歴史的名称の由来から決 
定した。 

報
告
第
３
号
 

第
2
回
協
議
会
以
降
の
協
議
活
動
に
つ
い
て
 

　
第
２
回
協
議
会
以
降
、
８
月
29
日
、
９
月

４
日
、
９
月
16
日
に
そ
れ
ぞ
れ
幹
事
会
が
行

わ
れ
、
そ
の
経
過
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

報
告
第
４
号
 

専
門
部
会
お
よ
び
分
科
会
の
設
置
に
つ
い
て
 

　
こ
れ
か
ら
事
務
事
業
の
一
元
化
な
ど
を
調

整
し
て
い
く
た
め
に
、
幹
事
会
の
下
部
組
織

と
し
て
設
置
さ
れ
る
専
門
部
会
・
分
科
会
の

構
成
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
専
門
部
会
・
分
科
会
は
、
各
町
の
行

政
職
（
課
長
・
係
長
）
で
構
成
さ
れ
、
６
つ
の

専
門
部
会
、
26
の
分
科
会
が
あ
り
ま
す
。
 

議
案
第
11
号
 

新
市
建
設
計
画
作
成
に
係
る
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
票
に
つ
い
て
 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通

り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

郡
内
4
町
の
住
民
か
ら
無
作
為
抽
出
さ
れ
、

合
計
約
四
千
人
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
 

協
議
第
１
号
 

合
併
の
方
式
に
つ
い
て
 

　
合
併
の
方
式
を
、「
新
設
合
併
」か「
編
入
合

併
」の
ど
ち
ら
と
す
る
か
な
ど
の
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
合
併
の
方
式
は
、

「
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
を

廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
新
し
い
市
を
設

置
す
る
新
設
合
併
と
す
る
。
」
と
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
 

【
参
考
】 

○
合
併
の
方
式
の
種
類
と
法
的
根
拠
 

　
市
町
村
の
合
併
と
は
、
合
併
特
例
法
第
２

条
第
１
項
に「
２
以
上
の
市
町
村
の
区
域
の
全

部
も
し
く
は
一
部
を
も
っ
て
市
町
村
を
置
き
、

ま
た
は
市
町
村
の
区
域
の
全
部
も
し
く
は
一

部
を
他
の
市
町
村
に
編
入
す
る
こ
と
で
市
町

村
の
数
の
減
少
を
伴
う
も
の
」と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
市
町
村
の
法
人
格
の
変
動
を
伴
う
区
域
の

変
更
は
、
地
方
自
治
法
第
７
条
に
廃
置
分
合

に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
て
、
通
常「
合

体
」
、
「
編
入
」
、
「
分
割
」
、
「
分
立
」
の
４
種

類
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
廃
置
分
合
の

う
ち
、
少
な
く
と
も
一
つ
以
上
の
市
町
村
数

が
減
少
す
る
も
の
が
「
市
町
村
の
合
併
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
合
併
の
方
式
は
、
一
般
的
に
使
用
さ

れ
て
い
る
新
設
合
併（
二
以
上
の
市
町
村
を
廃

し
て
、
そ
の
区
域
に
新
た
に
一
つ
の
市
町
村

を
置
く
こ
と
。）と
、
編
入
合
併（
一
以
上
の
市

町
村
を
廃
し
て
、
そ
の
区
域
を
他
の
市
町
村

の
区
域
に
編
入
す
る
こ
と
。
）
と
い
う
呼
び
名

で
整
理
し
て
い
ま
す
。
 

                   

協
議
第
２
号
 

合
併
の
期
日
に
つ
い
て
 

　
合
併
の
期
日
を
い
つ
に
す
る
の
か
、
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
合
併
の
期

日
は
、「
合
併
の
期
日
は
、
市
町
村
の
合
併
の

特
例
に
関
す
る
法
律
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る

期
限
で
あ
る
平
成
17
年
３
月
31
日
を
目
標
と

し
、
具
体
的
な
期
日
は
、
協
議
会
に
お
け
る

審
議
の
状
況
、
当
該
法
改
正
の
動
向
な
ど
を

照
ら
し
合
わ
せ
、
別
途
定
め
る
。
」
と
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
 

【
参
考
】 

○
合
併
の
期
日
に
つ
い
て
の
留
意
事
項
 

・
市
町
村
が
合
併
す
る
た
め
に
は
、
関
係
団

体
の
各
議
会
で
議
決
し
て
か
ら
県
知
事
へ
の

合
併
申
請
、
県
議
会
で
の
議
決
、
県
知
事
の

合
併
決
定
、
総
務
大
臣
へ
の
届
出（
都
道
府
県
）、

総
務
大
臣
に
よ
る
官
報
で
の
告
示
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
続
き
が
定
め
ら
れ
、
相
当
の
日

数
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
を
十
分
に

考
慮
し
て
合
併
の
期
日
を
定
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
 

・
期
日
決
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
住
民
と
の
意

見
交
換
お
よ
び
合
意
形
成
に
要
す
る
期
間
、

住
民
生
活
へ
の
影
響
、
予
定
さ
れ
る
事
務
事

業
ま
た
は
公
的
行
事
と
の
関
係
、
協
議
会
の

協
議
の
進
捗
状
況
、
首
長
・
議
会
議
員
の
任

期
、
合
併
時
の
事
務
処
理
・
引
き
継
ぎ
の
利

便
性
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
し
、

期
日
を
決
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
形
で
す
。
 

・
合
併
特
例
法
の
一
部
改
正（
実
質
上
の
期
限

延
長
）が
国
で
検
討
さ
れ
て
い
て
、
法
改
正
が

行
わ
れ
て
い
な
い
現
段
階
は
、
合
併
特
例
法

改
正
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
定
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
 

・
先
進
事
例
を
見
る
限
り
、
必
ず
し
も
特
定

期
日
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
各
団
体

の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
り
期
日
が
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
 

協
議
第
３
号
 

新
市
の
名
称
に
つ
い
て
 

　
新
市
の
名
称
、
そ
の
決
定
の
手
続
き
の
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
決
定
ま
で
至
ら
ず
、

次
回
協
議
会
へ
の
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

【
参
考
】 

　
名
称
選
考
方
法
に
は
、
表
―
①
の
よ
う
な

先
進
地
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
 

　
以
上
が
第
3
回
合
併
協
議
会
の
協
議
経
過

で
す
。
 

 今
後
の
合
併
協
議
 

　
こ
れ
ま
で
３
回
の
合
併
協
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
今

後
49
の
協
定
項
目
の
協
議
が
行

わ
れ
て
い
き
ま
す
。
岡
垣
町
議

会
９
月
議
会
で
も
、
合
併
問
題

は
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
行
わ
れ
、

一
般
質
問
で
も
合
併
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
出
前
講

座
も
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
意
見
や
疑
問
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
４
町
の
合
併
協
議
は
、

平
成
13
年
９
月
ま
で
設
置
さ
れ

て
い
た
任
意
協
議
会
で
議
論
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
芦
屋
町
の

離
脱
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
任
意
協
議
会
の
中
で
、
住

民
説
明
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
「
具
体
的
な
内
容
が
明
示

さ
れ
な
い
な
か
で
、
合
併
を
判

断
で
き
る
の
か
。」と
い
っ
た
意

見
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
芦
屋
町
住
民
の
住

民
発
議
に
端
を
発
し
、
結
果
と

し
て
現
在
の
合
併
協
議
会
が
設

立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
同
時
に

合
併
特
例
法
の
期
限
は
平
成
17

年
３
月
31
日
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
以
降
も
合
併
で
き
ま
す
が
、
財

政
支
援
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ま
で
に
結
論
を
出
す
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
現
在
、
合
併
す
る

な
ら
新
市
の
姿
は
こ
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う

と
想
定
し
な
が
ら
、「
新
市
建
設
計
画
の
策
定
」

と
、
新
市
の
名
称
な
ど
の「
協
定
項
目
の
協
議
」

が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
概
要
が

明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
、
住
民
説
明
会
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

　
そ
れ
ま
で
の
間
も
、
合
併
協
議
の
経
過
は
、

協
議
会
の
傍
聴
、
町
議
会
の
傍
聴
、
広
報
お

か
が
き
、
岡
垣
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
合

併
協
議
会
広
報
、
合
併
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
出
前
講
座
な
ど
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん

に
も
広
く
こ
の
合
併
問
題
を
お
知
ら
せ
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
政
策
室
へ
 

表―① 



広報おかがき　平成15年10月25日号 広報おかがき　平成15年10月25日号 ��

　
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・

遠
賀
町
合
併
協
議
会
の
第
３
回
目

の
会
議
が
、
９
月
24
日
（
水
）
に
岡

垣
町
い
こ
い
の
里
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
3
回
協
議
会
で
は
、
2

つ
の
報
告
と
１
つ
の
議
案
、
そ
し

て
3
つ
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
 

合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。次回は11月26日(水)午後2時から芦屋町町民会館大ホールで行われます。 
 
 

合併に関する期間限定出前講座(来年3月まで)を開設しています。どうぞご利用ください。お問い合わせは中央公民館まで。 

芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
 

第
３
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
３
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
３
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
３
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
３
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

 

3回目となる合併協議会の様子 

 

例)Ａ市がＢ町を編入します。こ 
の場合、Ａ市は存続し、Ｂ町の 
法人格が消滅します。 
 

新設合併 編入合併 

 

例)Ａ市とＢ町が合併し、新たに 
Ｃ市をつくります。この場合、 
Ａ市、Ｂ町ともに法人格は消滅 
します。 

A市 B町 

C市 

B町 

A市 

A市 

○名称選考方法先進地事例 

公募 新市町村名 合併の時期 事例等の内容 

あさぎり町 
（上村・免田町・岡原村・ 
須恵村・深田村)

有 

有 

有 

有 

有 

無 

平成15年4月1日 
小委員会で調整方法を検討し、住民 
公募の後、小委員会で応募の中から 
4点まで絞り込み、協議会で選定した。 

さぬき市 
（津田、大川、志度、寒川、 
長尾町が新設合併） 

平成14年4月1日 
公募の中から各町10候補を選出し、 
法定協議会で1候補を選出した。 

さいたま市 
（浦和、大宮、与野市） 

平成13年5月1日 

新市名検討会(小委員会)を設置し、 
応募の中から５点を選定後、小委員 
会で｢さいたま市｣を選定し、法定協 
議会に報告した。 

西東京市 
（田無、保谷市） 

平成13年1月21日 

住民公募の後、小委員会で応募の中 
から10点まで絞込み、協議会におい 
て５候補を選定。そのうえで市民意 
識調査の最多得票で｢西東京市｣が決 
定した。 

篠山市 
（篠山、西紀、丹南、今田町） 平成11年4月1日 

任意協議会で新市の名称に｢篠山｣を 
入れることは決定していたが、具体 
的な名称決定は、住民から募集し、 
小委員会で調整したが調整がつかず、 
町長会で、定着度・歴史・知名度・ 
住民公募の結果、一体感醸成の観点 
から実質的に決定した。 

あきる野市 
（秋川市、五日市町） 平成7年9月1日 

小委員会で住民アンケートなどを検 
討したが、法定協議会で協議するこ 
ととした。その後、協議会で調整が 
つかず、最終的には両首長の協議に 
より地域の歴史的名称の由来から決 
定した。 

報
告
第
３
号
 

第
2
回
協
議
会
以
降
の
協
議
活
動
に
つ
い
て
 

　
第
２
回
協
議
会
以
降
、
８
月
29
日
、
９
月

４
日
、
９
月
16
日
に
そ
れ
ぞ
れ
幹
事
会
が
行

わ
れ
、
そ
の
経
過
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

報
告
第
４
号
 

専
門
部
会
お
よ
び
分
科
会
の
設
置
に
つ
い
て
 

　
こ
れ
か
ら
事
務
事
業
の
一
元
化
な
ど
を
調

整
し
て
い
く
た
め
に
、
幹
事
会
の
下
部
組
織

と
し
て
設
置
さ
れ
る
専
門
部
会
・
分
科
会
の

構
成
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
専
門
部
会
・
分
科
会
は
、
各
町
の
行

政
職
（
課
長
・
係
長
）
で
構
成
さ
れ
、
６
つ
の

専
門
部
会
、
26
の
分
科
会
が
あ
り
ま
す
。
 

議
案
第
11
号
 

新
市
建
設
計
画
作
成
に
係
る
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
票
に
つ
い
て
 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通

り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

郡
内
4
町
の
住
民
か
ら
無
作
為
抽
出
さ
れ
、

合
計
約
四
千
人
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
 

協
議
第
１
号
 

合
併
の
方
式
に
つ
い
て
 

　
合
併
の
方
式
を
、「
新
設
合
併
」か「
編
入
合

併
」の
ど
ち
ら
と
す
る
か
な
ど
の
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
合
併
の
方
式
は
、

「
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
を

廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
新
し
い
市
を
設

置
す
る
新
設
合
併
と
す
る
。
」
と
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
 

【
参
考
】 

○
合
併
の
方
式
の
種
類
と
法
的
根
拠
 

　
市
町
村
の
合
併
と
は
、
合
併
特
例
法
第
２

条
第
１
項
に「
２
以
上
の
市
町
村
の
区
域
の
全

部
も
し
く
は
一
部
を
も
っ
て
市
町
村
を
置
き
、

ま
た
は
市
町
村
の
区
域
の
全
部
も
し
く
は
一

部
を
他
の
市
町
村
に
編
入
す
る
こ
と
で
市
町

村
の
数
の
減
少
を
伴
う
も
の
」と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
市
町
村
の
法
人
格
の
変
動
を
伴
う
区
域
の

変
更
は
、
地
方
自
治
法
第
７
条
に
廃
置
分
合

に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
て
、
通
常「
合

体
」
、
「
編
入
」
、
「
分
割
」
、
「
分
立
」
の
４
種

類
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
廃
置
分
合
の

う
ち
、
少
な
く
と
も
一
つ
以
上
の
市
町
村
数

が
減
少
す
る
も
の
が
「
市
町
村
の
合
併
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
合
併
の
方
式
は
、
一
般
的
に
使
用
さ

れ
て
い
る
新
設
合
併（
二
以
上
の
市
町
村
を
廃

し
て
、
そ
の
区
域
に
新
た
に
一
つ
の
市
町
村

を
置
く
こ
と
。）と
、
編
入
合
併（
一
以
上
の
市

町
村
を
廃
し
て
、
そ
の
区
域
を
他
の
市
町
村

の
区
域
に
編
入
す
る
こ
と
。
）
と
い
う
呼
び
名

で
整
理
し
て
い
ま
す
。
 

                   

協
議
第
２
号
 

合
併
の
期
日
に
つ
い
て
 

　
合
併
の
期
日
を
い
つ
に
す
る
の
か
、
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
合
併
の
期

日
は
、「
合
併
の
期
日
は
、
市
町
村
の
合
併
の

特
例
に
関
す
る
法
律
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る

期
限
で
あ
る
平
成
17
年
３
月
31
日
を
目
標
と

し
、
具
体
的
な
期
日
は
、
協
議
会
に
お
け
る

審
議
の
状
況
、
当
該
法
改
正
の
動
向
な
ど
を

照
ら
し
合
わ
せ
、
別
途
定
め
る
。
」
と
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
 

【
参
考
】 

○
合
併
の
期
日
に
つ
い
て
の
留
意
事
項
 

・
市
町
村
が
合
併
す
る
た
め
に
は
、
関
係
団

体
の
各
議
会
で
議
決
し
て
か
ら
県
知
事
へ
の

合
併
申
請
、
県
議
会
で
の
議
決
、
県
知
事
の

合
併
決
定
、
総
務
大
臣
へ
の
届
出（
都
道
府
県
）、

総
務
大
臣
に
よ
る
官
報
で
の
告
示
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
続
き
が
定
め
ら
れ
、
相
当
の
日

数
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
を
十
分
に

考
慮
し
て
合
併
の
期
日
を
定
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
 

・
期
日
決
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
住
民
と
の
意

見
交
換
お
よ
び
合
意
形
成
に
要
す
る
期
間
、

住
民
生
活
へ
の
影
響
、
予
定
さ
れ
る
事
務
事

業
ま
た
は
公
的
行
事
と
の
関
係
、
協
議
会
の

協
議
の
進
捗
状
況
、
首
長
・
議
会
議
員
の
任

期
、
合
併
時
の
事
務
処
理
・
引
き
継
ぎ
の
利

便
性
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
し
、

期
日
を
決
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
形
で
す
。
 

・
合
併
特
例
法
の
一
部
改
正（
実
質
上
の
期
限

延
長
）が
国
で
検
討
さ
れ
て
い
て
、
法
改
正
が

行
わ
れ
て
い
な
い
現
段
階
は
、
合
併
特
例
法

改
正
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
定
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
 

・
先
進
事
例
を
見
る
限
り
、
必
ず
し
も
特
定

期
日
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
各
団
体

の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
り
期
日
が
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
 

協
議
第
３
号
 

新
市
の
名
称
に
つ
い
て
 

　
新
市
の
名
称
、
そ
の
決
定
の
手
続
き
の
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
決
定
ま
で
至
ら
ず
、

次
回
協
議
会
へ
の
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

【
参
考
】 

　
名
称
選
考
方
法
に
は
、
表
―
①
の
よ
う
な

先
進
地
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
 

　
以
上
が
第
3
回
合
併
協
議
会
の
協
議
経
過

で
す
。
 

 今
後
の
合
併
協
議
 

　
こ
れ
ま
で
３
回
の
合
併
協
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
今

後
49
の
協
定
項
目
の
協
議
が
行

わ
れ
て
い
き
ま
す
。
岡
垣
町
議

会
９
月
議
会
で
も
、
合
併
問
題

は
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
行
わ
れ
、

一
般
質
問
で
も
合
併
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
出
前
講

座
も
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
意
見
や
疑
問
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
４
町
の
合
併
協
議
は
、

平
成
13
年
９
月
ま
で
設
置
さ
れ

て
い
た
任
意
協
議
会
で
議
論
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
芦
屋
町
の

離
脱
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
任
意
協
議
会
の
中
で
、
住

民
説
明
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
「
具
体
的
な
内
容
が
明
示

さ
れ
な
い
な
か
で
、
合
併
を
判

断
で
き
る
の
か
。」と
い
っ
た
意

見
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
芦
屋
町
住
民
の
住

民
発
議
に
端
を
発
し
、
結
果
と

し
て
現
在
の
合
併
協
議
会
が
設

立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
同
時
に

合
併
特
例
法
の
期
限
は
平
成
17

年
３
月
31
日
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
以
降
も
合
併
で
き
ま
す
が
、
財

政
支
援
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ま
で
に
結
論
を
出
す
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
現
在
、
合
併
す
る

な
ら
新
市
の
姿
は
こ
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う

と
想
定
し
な
が
ら
、「
新
市
建
設
計
画
の
策
定
」

と
、
新
市
の
名
称
な
ど
の「
協
定
項
目
の
協
議
」

が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
概
要
が

明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
、
住
民
説
明
会
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

　
そ
れ
ま
で
の
間
も
、
合
併
協
議
の
経
過
は
、

協
議
会
の
傍
聴
、
町
議
会
の
傍
聴
、
広
報
お

か
が
き
、
岡
垣
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
合

併
協
議
会
広
報
、
合
併
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
出
前
講
座
な
ど
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん

に
も
広
く
こ
の
合
併
問
題
を
お
知
ら
せ
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
政
策
室
へ
 

表―① 
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な
場
合
。
ま
た
、
指
定
病
院
に
入
院
中
の
人
は
、
そ
の 

病
院
内
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

■
不
在
者
投
票
期
間 

衆
議
院
議
員
総
選
挙（
小
選
挙
区
・
比
例
代
表
） 

10
月
28
日（
火
）か
ら
11
月
８
日（
土
） 

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査 

11
月
２
日（
日
）か
ら
11
月
８
日（
土
） 

時
　
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時（
不
在
者
投
票 

の
で
き
る
期
間
に
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ 

さ
い) 

※
入
場
券
の
裏
面
に
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
の 

様
式
を
刷
り
込
ん
で
い
ま
す
。
不
在
者
投
票
を
行
う
場 

合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

場
　
所
　
岡
垣
町
役
場
本
館
１
階
１
０
１
会
議
室 

持
参
品
　
入
場
券（
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
健
康
保
険 

証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の) 

他
市
町
村
に
一
時
的
に
滞
在
し
て
い
る
人 

　
岡
垣
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
学
校
や
仕
事 

の
都
合
な
ど
で
一
時
的
に
他
市
区
町
村
に
滞
在
し
て
い 

る
人
で
、
投
票
当
日
ま
た
は
不
在
者
投
票
期
間
中
に
投 

票
の
た
め
に
帰
れ
な
い
場
合
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

①
岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
申
請
し
ま 

す
。（
申
請
用
紙
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。） 

②
当
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
不
在
者
投
票
の
で
き
る
事 

由
に
該
当
す
る
と
認
め
た
場
合
は
、
投
票
用
紙
と
不
在 

者
投
票
証
明
書
な
ど
を
本
人
に
郵
送
し
ま
す
。 

③
本
人
は
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
、
滞
在
し
て
い
る
市
区 

 

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
行
っ
て
投
票
し
ま
す
。 

④
投
票
が
終
わ
っ
た
投
票
用
紙
は
、
そ
の
選
挙
管
理
委 

員
会
か
ら
岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
送
付
さ
れ
ま
す
。 

※
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
を
し
て
く 

だ
さ
い
。 

※
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
の
様
式
は
、
岡
垣
町 

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用 

く
だ
さ
い
。 

   

■
投
　
票 

　
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
以
外
で
は
投
票
す
る 

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
投
票
所
を
間
違
え
な
い
よ
う
に 

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
忘
れ 

た
り
し
た
と
き
は
、
投
票
所
の
受
付
係
に
申
し
出
て
く 

だ
さ
い
。 

衆
議
院
…
投
票
用
紙
に
は
候
補
者
の
名
前（
小
選
挙
区
） 

お
よ
び
政
党
の
名
前（
比
例
代
表
）だ
け
を
書
い
て
く
だ 

さ
い
。
候
補
者
名
お
よ
び
政
党
名
以
外
の
こ
と
を
書
く 

と
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

国
民
審
査
…
投
票
用
紙
に
は
、
辞
め
さ
せ
た
ほ
う
が
よ 

い
と
思
う
裁
判
官
に
は
、
そ
の
氏
名
の
上
の
欄
に
×
を 

書
い
て
、
辞
め
さ
せ
な
く
て
よ
い
と
思
う
裁
判
官
に
は
、 

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

投
票
の
順
序 

①
小
選
挙
区
②
比
例
代
表
③
国
民
審
査
と
な
っ
て
い
ま 

す
。
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

町
内
転
居
さ
れ
た
人
の
投
票 

　
町
内
間
の
転
居
の
届
け
出
を
し
た
人
の
選
挙
人
名
簿 

の
整
理
は
、
10
月
17
日
で
停
止
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後 

に
転
居
の
届
け
出
を
さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
の
投
票
区 

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
は 

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い 

点
字
投
票
・
代
理
投
票 

　
身
体
に
障
害
が
あ
る
人
、
字
が
書
け
な
い
人
は
投
票 

所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
係
員
が
あ
な
た
に 

か
わ
っ
て
代
筆
し
ま
す
。
目
の
不
自
由
な
人
は
点
字
に 

よ
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

郵
便
投
票 

　
身
体
障
害
者
手
帳
あ
る
い
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持 

ち
の
人
で
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
人
は
、 

郵
便
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
有
効 

期
限
を
確
か
め
て
、
必
ず
投
票
日
の
４
日
前
ま
で
に
投 

票
用
紙
の
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
便
投 

票
証
明
書
交
付
の
該
当
の
有
無
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ 

せ
お
よ
び
申
請
は
、
早
目
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
行
っ 

て
く
だ
さ
い
。 

 

■
選
挙
公
報 

　
11
月
７
日
ま
で
に
各
世
帯
へ
配
布
予
定
で
す
。
ま
た
、 

東
部
公
民
館
、
西
部
公
民
館
、
中
央
公
民
館
、
選
挙
管 

理
委
員
会
事
務
局
に
も
置
い
て
い
ま
す
。 

岡
垣
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
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/
w
w
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GS

汐入川 

吉木小学校 

セブン 
イレブン 
海老津→ 

岡垣中央 
幼稚園 

高
倉
↓ 

中央公民館 

芦屋→ 

海老津→ 

宗
像
市
↓ 

ガ
ソ
リ
ン 

ス
タ
ン
ド 

←波津海岸 

内浦 
小学校 

農業共同組合 
内浦出張所 

西
部
公
民
館 

農業協同組合 
岡垣東部支所 

福岡銀行 
岡垣支店 

←宗像 旧3号線　北九州→ 

高
陽
団
地
↓ 

↑
旭
台 

遊
歩
道 

山田小学校 
JR海老津駅 フォーエバー 

国道3号 

鹿児島本線 

戸
切 

町
営
住
宅 

戸切 
バス停 

←宗像 

宗
像
↓ 

北九州→ 

遠賀町→ 

池 

戸
切
戸
切 

小
学
校

小
学
校 

戸
切 

小
学
校 

←宗像 

岡垣郵便局 

ヤマザキ 
Ｙショップ 

JR海老津駅 

岡垣第一 
幼稚園 

矢矧川 

ポップコーン 

東部 
保育所 

北九州→ 旧国道3号 

西日本銀行海老津支店 

東
部
公
民
館 

←宗像 

町民総合 
グラウンド 

えびつ幼稚園 

ハ
ン
ズ 

ス
イ
ミ
ン
グ 

ス
ク
ー
ル 

↑
吉
木 

北九州→ 国道3号バイパス 

海
老
津
小
学
校 

海
老
津
駅
↓ 

JR

海老津駅→ 

海老津→ 

←三吉 

岡垣サンリーアイ 

岡垣町 
役場 

←波津 

←高倉 

岡垣中学校 

ガソリン 
スタンド 

ことぶき荘ことぶき荘 ことぶき荘 

矢矧川 

高倉運送 

た
め
池 

鍋
田
↓ 

↑
糠
塚 

えびつ 
ラーメンセンター 

←宗像 北九州→ 国道3号バイパス 

岡
垣
東
中
学
校 

第２投票所 

西 部 公 民 館  

第１投票所 

中 央 公 民 館  

第５投票所 

東 部 公 民 館  

第４投票所 

戸切小学校体育館 

第３投票所 

山田小学校体育館 

第８投票所 

岡垣中学校体育館 

第７投票所 

岡垣東中学校体育館 

第６投票所 

海老津小学校体育館 

 

【
開
　
　
票
】
午
後
９
時
15
分
か
ら
中
央 

　
　
　
　
　
　
公
民
館
大
会
議
室
で
行
い 

　
　
　
　
　
　
ま
す
。 

■
投
票
で
き
る
人 

○
新
成
人
　
昭
和
58
年
11
月
10
日
ま
で
に
生
ま
れ
た 

人
で
、
平
成
15
年
７
月
27
日
以
前
か
ら
、
現
在
ま
で 

引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
の
あ
る
人
。 

○
転
入
し
た
人
　
平
成
15
年
７
月
27
日
ま
で
に
転
入 

届
を
し
、
現
在
ま
で
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に
記 

載
の
あ
る
人
。 

○
転
出
し
た
人
　
町
外
ヘ
転
出
し
て
４
か
月
を
経
過 

し
て
い
な
い
人
で
、
新
住
所
地
に
選
挙
権
の
な
い
場 

合
で
も
、
岡
垣
町
選
挙
人
名
簿
に
登
録
の
あ
る
人
は
、 

岡
垣
町
で
投
票
で
き
ま
す
。 

 

■
入
場
券 

　
投
票
で
き
る
人
に
は
、
あ
な
た
の
投
票
所
を
お
知 

ら
せ
す
る
入
場
券
を
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
郵
送
し 

ま
す
。
入
場
券
が
届
い
た
た
ら
、
ま
ず
、
投
票
所
を 

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や
、 

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ 

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
不
在
者
投
票 

　
選
挙
の
当
日
に
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
と
見
込 

ま
れ
る
場
合
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。 

・
仕
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る
場 

合
。　(

仲
人
・
司
会
な
ど
の
関
係
者
の
場
合
も
可) 

・
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
そ
の
ほ
か
の
用
事
で
、 

投
票
区
の
区
域
外
に
い
る
場
合
。 

・
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
に
よ
り
歩
く
の
が
困
難 

 

投
票
所
は 

こ
ち
ら 

衆議院総選挙及び最高 
裁判所裁判官国民審査投票日 

みんなで選ぼう　みんなの代表 

11月9日は 

投票時間　午前7時から午後8時 

広報おかがき　平成15年10月25日号 広報おかがき　平成15年10月25日号 ��

忘れずに 
投票してね 
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な
場
合
。
ま
た
、
指
定
病
院
に
入
院
中
の
人
は
、
そ
の 

病
院
内
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
■
不
在
者
投
票
期
間 

衆
議
院
議
員
総
選
挙（
小
選
挙
区
・
比
例
代
表
） 

10
月
28
日（
火
）か
ら
11
月
８
日（
土
） 

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査 

11
月
２
日（
日
）か
ら
11
月
８
日（
土
） 

時
　
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時（
不
在
者
投
票 

の
で
き
る
期
間
に
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ 

さ
い) 

※
入
場
券
の
裏
面
に
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
の 

様
式
を
刷
り
込
ん
で
い
ま
す
。
不
在
者
投
票
を
行
う
場 

合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

場
　
所
　
岡
垣
町
役
場
本
館
１
階
１
０
１
会
議
室 

持
参
品
　
入
場
券（
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
健
康
保
険 

証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の) 

他
市
町
村
に
一
時
的
に
滞
在
し
て
い
る
人 

　
岡
垣
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
学
校
や
仕
事 

の
都
合
な
ど
で
一
時
的
に
他
市
区
町
村
に
滞
在
し
て
い 

る
人
で
、
投
票
当
日
ま
た
は
不
在
者
投
票
期
間
中
に
投 

票
の
た
め
に
帰
れ
な
い
場
合
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

①
岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
申
請
し
ま 

す
。（
申
請
用
紙
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。） 

②
当
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
不
在
者
投
票
の
で
き
る
事 

由
に
該
当
す
る
と
認
め
た
場
合
は
、
投
票
用
紙
と
不
在 

者
投
票
証
明
書
な
ど
を
本
人
に
郵
送
し
ま
す
。 

③
本
人
は
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
、
滞
在
し
て
い
る
市
区 

 

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
行
っ
て
投
票
し
ま
す
。 

④
投
票
が
終
わ
っ
た
投
票
用
紙
は
、
そ
の
選
挙
管
理
委 

員
会
か
ら
岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
送
付
さ
れ
ま
す
。 

※
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
を
し
て
く 

だ
さ
い
。 

※
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
の
様
式
は
、
岡
垣
町 

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用 

く
だ
さ
い
。 

   

■
投
　
票 

　
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
以
外
で
は
投
票
す
る 

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
投
票
所
を
間
違
え
な
い
よ
う
に 

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
忘
れ 

た
り
し
た
と
き
は
、
投
票
所
の
受
付
係
に
申
し
出
て
く 

だ
さ
い
。 

衆
議
院
…
投
票
用
紙
に
は
候
補
者
の
名
前（
小
選
挙
区
） 

お
よ
び
政
党
の
名
前（
比
例
代
表
）だ
け
を
書
い
て
く
だ 

さ
い
。
候
補
者
名
お
よ
び
政
党
名
以
外
の
こ
と
を
書
く 

と
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

国
民
審
査
…
投
票
用
紙
に
は
、
辞
め
さ
せ
た
ほ
う
が
よ 

い
と
思
う
裁
判
官
に
は
、
そ
の
氏
名
の
上
の
欄
に
×
を 

書
い
て
、
辞
め
さ
せ
な
く
て
よ
い
と
思
う
裁
判
官
に
は
、 

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

投
票
の
順
序 

①
小
選
挙
区
②
比
例
代
表
③
国
民
審
査
と
な
っ
て
い
ま 

す
。
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
町
内
転
居
さ
れ
た
人
の
投
票 

　
町
内
間
の
転
居
の
届
け
出
を
し
た
人
の
選
挙
人
名
簿 

の
整
理
は
、
10
月
17
日
で
停
止
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後 

に
転
居
の
届
け
出
を
さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
の
投
票
区 

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
は 

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い 

点
字
投
票
・
代
理
投
票 

　
身
体
に
障
害
が
あ
る
人
、
字
が
書
け
な
い
人
は
投
票 

所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
係
員
が
あ
な
た
に 

か
わ
っ
て
代
筆
し
ま
す
。
目
の
不
自
由
な
人
は
点
字
に 

よ
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

郵
便
投
票 

　
身
体
障
害
者
手
帳
あ
る
い
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持 

ち
の
人
で
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
人
は
、 

郵
便
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
有
効 

期
限
を
確
か
め
て
、
必
ず
投
票
日
の
４
日
前
ま
で
に
投 

票
用
紙
の
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
便
投 

票
証
明
書
交
付
の
該
当
の
有
無
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ 

せ
お
よ
び
申
請
は
、
早
目
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
行
っ 

て
く
だ
さ
い
。 

 

■
選
挙
公
報 

　
11
月
７
日
ま
で
に
各
世
帯
へ
配
布
予
定
で
す
。
ま
た
、 

東
部
公
民
館
、
西
部
公
民
館
、
中
央
公
民
館
、
選
挙
管 

理
委
員
会
事
務
局
に
も
置
い
て
い
ま
す
。 

岡
垣
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
:/
/
w
w
w
.to
w
n
.o
k
a
g
a
k
i.fu
k
u
o
k
a
.jp

　  
 

GS

汐入川 

吉木小学校 

セブン 
イレブン 
海老津→ 

岡垣中央 
幼稚園 

高
倉
↓ 

中央公民館 

芦屋→ 

海老津→ 

宗
像
市
↓ 

ガ
ソ
リ
ン 

ス
タ
ン
ド 

←波津海岸 

内浦 
小学校 

農業共同組合 
内浦出張所 

西
部
公
民
館 

農業協同組合 
岡垣東部支所 

福岡銀行 
岡垣支店 

←宗像 旧3号線　北九州→ 

高
陽
団
地
↓ 

↑
旭
台 

遊
歩
道 

山田小学校 
JR海老津駅 フォーエバー 

国道3号 

鹿児島本線 

戸
切 

町
営
住
宅 

戸切 
バス停 

←宗像 

宗
像
↓ 

北九州→ 

遠賀町→ 

池 

戸
切
戸
切 

小
学
校

小
学
校 

戸
切 

小
学
校 

←宗像 

岡垣郵便局 

ヤマザキ 
Ｙショップ 

JR海老津駅 

岡垣第一 
幼稚園 

矢矧川 

ポップコーン 

東部 
保育所 

北九州→ 旧国道3号 

西日本銀行海老津支店 

東
部
公
民
館 

←宗像 

町民総合 
グラウンド 

えびつ幼稚園 

ハ
ン
ズ 

ス
イ
ミ
ン
グ 

ス
ク
ー
ル 

↑
吉
木 

北九州→ 国道3号バイパス 

海
老
津
小
学
校 

海
老
津
駅
↓ 

JR

海老津駅→ 

海老津→ 

←三吉 

岡垣サンリーアイ 

岡垣町 
役場 

←波津 

←高倉 

岡垣中学校 

ガソリン 
スタンド 

ことぶき荘ことぶき荘 ことぶき荘 

矢矧川 

高倉運送 

た
め
池 

鍋
田
↓ 

↑
糠
塚 

えびつ 
ラーメンセンター 

←宗像 北九州→ 国道3号バイパス 

岡
垣
東
中
学
校 

第２投票所 

西 部 公 民 館  

第１投票所 

中 央 公 民 館  

第５投票所 

東 部 公 民 館  

第４投票所 

戸切小学校体育館 

第３投票所 

山田小学校体育館 

第８投票所 

岡垣中学校体育館 

第７投票所 

岡垣東中学校体育館 

第６投票所 

海老津小学校体育館 

 

【
開
　
　
票
】
午
後
９
時
15
分
か
ら
中
央 

　
　
　
　
　
　
公
民
館
大
会
議
室
で
行
い 

　
　
　
　
　
　
ま
す
。 

■
投
票
で
き
る
人 

○
新
成
人
　
昭
和
58
年
11
月
10
日
ま
で
に
生
ま
れ
た 

人
で
、
平
成
15
年
７
月
27
日
以
前
か
ら
、
現
在
ま
で 

引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
の
あ
る
人
。 

○
転
入
し
た
人
　
平
成
15
年
７
月
27
日
ま
で
に
転
入 

届
を
し
、
現
在
ま
で
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に
記 

載
の
あ
る
人
。 

○
転
出
し
た
人
　
町
外
ヘ
転
出
し
て
４
か
月
を
経
過 

し
て
い
な
い
人
で
、
新
住
所
地
に
選
挙
権
の
な
い
場 

合
で
も
、
岡
垣
町
選
挙
人
名
簿
に
登
録
の
あ
る
人
は
、 

岡
垣
町
で
投
票
で
き
ま
す
。 

 

■
入
場
券 

　
投
票
で
き
る
人
に
は
、
あ
な
た
の
投
票
所
を
お
知 

ら
せ
す
る
入
場
券
を
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
郵
送
し 

ま
す
。
入
場
券
が
届
い
た
た
ら
、
ま
ず
、
投
票
所
を 

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や
、 

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ 

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
不
在
者
投
票 

　
選
挙
の
当
日
に
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
と
見
込 

ま
れ
る
場
合
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。 

・
仕
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る
場 

合
。　(

仲
人
・
司
会
な
ど
の
関
係
者
の
場
合
も
可) 

・
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
そ
の
ほ
か
の
用
事
で
、 

投
票
区
の
区
域
外
に
い
る
場
合
。 

・
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
に
よ
り
歩
く
の
が
困
難 

 

投
票
所
は 

こ
ち
ら 

衆議院総選挙及び最高 
裁判所裁判官国民審査投票日 

みんなで選ぼう　みんなの代表 

11月9日は 

投票時間　午前7時から午後8時 

広報おかがき　平成15年10月25日号 広報おかがき　平成15年10月25日号 ��

忘れずに 
投票してね 



広報おかがき　平成15年10月25日号 広報おかがき　平成15年10月25日号 ��

●
歳
入
 

　
歳
入
の
決
算
額
は
約
78
億
6
、9
5
1
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
約
12

億
7
、9
3
0
万
円
、
約
14
㌫
減
少
し
て
い
ま
す
。
歳
入
歳
出
と
も
に

大
幅
な
減
額
と
な
っ
た
理
由
は
、
前
年
度
は
山
田
小
学
校
の
建
て
替

え
に
伴
う
事
業
費
が
大
き
か
っ
た
た
め
で
す
。
平
成
14
年
度
末
の
人

口
を
基
に
し
て
、
町
民
1
人
当
た
り
の
収
入
を
計
算
す
る
と
、
25
万

2
、9
2
5
円
と
な
り
ま
す
。
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税
の
よ
う
に

町
で
確
保
で
き
る
自
主
財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補

助
金
、
町
債
な
ど
、
ほ
か
か
ら
の
収
入
に
よ
る
依
存
財
源
に
大
き
く

分
け
ら
れ
ま
す
。
 

　
自
主
財
源
は
、
総
額
約
34
億
3
、2
8
8
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
43

・
6
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
自
主
財
源
が
多
い
ほ
う
が
、
行
政

活
動
を
自
主
的
・
安
定
的
に
行
え
る
余
地
が
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

主
な
も
の
は
、
町
税
約
25
億
4
、6
3
0
万
円（
前
年
度
と
比
較
す
る

と
約
3
、6
3
4
万
円
増
）、
使
用
料
・
手
数
料
約
1
億
3
、3
8
1
万

円（
約
5
5
6
万
円
増
）、
繰
入
金（
基
金
の
取
り
崩
し
）約
8
、3
1
0

万
円（
約
4
億
4
、0
1
3
万
円
減
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
、
依
存
財
源
は
、
総
額
約
44
億
3
、6
6
3
万
円
で
歳
入
全
体

の
56
・
4
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
、
私
た
ち
が
国
に
納

め
た
税
金
か
ら
町
に
配
分
さ
れ
た
地
方
交
付
税
約
26
億
6
、1
1
1
万

円（
約
2
億
7
、4
4
3
万
円
減
）、
町
債
約
5
億
3
、0
5
0
万
円（
1

億
4
、
6
8
0
万
円
減
）
、
国
庫
支
出
金
約
4
億
1
1
1
万
円
（
1
億

9
、8
4
5
万
円
減
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
債
の
中
に
は
、
地

方
交
付
税
の
減
収
を
補
て
ん
す
る
た
め
に
借
り
入
れ
る
臨
時
財
政
対

策
債
3
億
4
5
0
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
14
年
度
の
町
の
決
算
が
、
9
月
定
例
議
会
で
審
査
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。
決
算
と
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、
町
債（
借
入
金
）な
ど
の
収
入
が
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら

し
や
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
家
計
簿
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
決
算
状
況
は
、
表
�
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
最
も
身
近
な
一
般
会
計
の
決
算
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

平
成
平
成
14
年
度
決
算

年
度
決
算
 

平
成
14
年
度
決
算
 

町
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
！

町
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
！
 

町
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
！

町
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
！
 

町
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
！

町
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
！
 

町
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
！
 

総務費 
庁用マイクロバス「カワセミ号」の導入 
環境マネジメントシステム認証取得業務 
住居表示事業 
岡垣サンリーアイ施設管理運営費 
情報プラザ「人の駅」整備事業 
町制施行40周年記念事業(ＮＨＫのど自慢など) 
民生費 
介護保険事業（広域連合負担金など） 
保育所運営費 
いこいの里施設管理運営費 
在宅介護支援センター運営事業 
精神障害者ホームヘルプサービス事業 
特定疾患患者見舞金支給事業 
衛生費 
ごみ、し尿処理費(遠賀･中間広域組合負担金) 
健康対策事業(各種検診など) 
労働費 
特定地域開発就労事業(海老津・白谷線道路改良) 
緊急地域雇用特別事業 

事　　業　　名 決　算　額 事　　業　　名 決　算　額 

表� 
平成14年度に行った主な事業 

東部保育所で遊ぶこどもたち 
（民生費・保育所運営費） 

カワセミ号 
（総務費・庁用マイクロバスの導入） 

 
737万円 
210万円 
1,537万円 

2億6,487万円 
1億4,478万円 

882万円 
 

2億5,626万円 
1億7,618万円 
5,634万円 
2,359万円 
18万円 
46万円 

 
3億7,125万円 
4,113万円 

 
7,946万円 
1,151万円 

 
9,675万円 
4,581万円 
226万円 

 
1,760万円 
1,003万円 

 
1億1,538万円 
1億1,543万円 
1億4,611万円 
2,558万円 

 
3億3,816万円 

 
36万円 

3,240万円 
669万円 
8,186万円 

 
7,023万円 

 

農林水産業費 
ため池整備事業 
農業用水路整備事業 
漁業振興基本計画策定 
商工費 
各種イベント(まつり岡垣・花火大会など) 
さくら並木整備事業 
土木費 
海老津町営住宅整備事業 
街路整備事業 
道路維持改良工事 
公園整備事業 
消防費 
消防施設運営費(遠賀･中間広域組合負担金) 
教育費 
児童遠距離通学定期補助事業 
小学校施設整備事業(吉木小パソコン教室設置など) 
中学校施設整備事業(防犯カメラ設置、岡中トイレ改修など) 
体育施設整備事業(東部スポーツ広場整備など) 
災害復旧費 
鉱害復旧事業(繰越分含む) 
 

一般会計 
国民健康保険事業 
老人保健事業 
住宅新築資金等貸付事業 
公共下水道事業 
農業及び漁業集落排水事業 
水道事業会計（収益的収支） 
　　合   　　       計 

歳　　入　　額 

表� 
平成14年度各会計の決算額 

78億6,951万円 
23億9,315万円 
37億6,783万円 

435万円 
14億3,829万円 
5億4,976万円 
5億1,302万円 

165億3,591万円 

歳　　出　　額 
74億4,968万円 
23億7,439万円 
37億5,529万円 

422万円 
13億5,131万円 
5億1,479万円 
4億8,797万円 

159億3,765万円 

差　　引　　額 
4億1,983万円 
1,876万円 
1,254万円 
13万円 

8,698万円 
3,497万円 
2,505万円 

5億9,826万円 

町税　32.3％ 
25億4,630万円 
（81,838円） 

 

民生費　20.6％ 
15億3,718万円 
（49,405円） 

 

総務費　20.6％ 
15億3,573万円 
（49,358円） 

 

土木費　14.2％ 
10億5,333万円 
（33,854円） 

 

公債費　11.2％ 
８億3,642万円 
（26,883円） 

 

教育費　9.7％ 
7億2,518万円 
（23,307円） 

 

衛生費　8.4％ 
6億2,635万円 
（20,131円） 

 

消防費　5.1％ 
3億7,729万円（12,126円） 

 

農林水産業費　4.8％ 
3億5,516万円（11,415円） 

議会費　1.8％ 
1億3,523万円（4,346円） 

商工費　1.3％ 
9,553万円（3,070円） 

労働費　1.2％ 
9,097万円（2,924円） 

災害復旧費　0.9％ 
7,032万円（2,260円） 

諸支出金　0.2％ 
1,099万円（353円） 

地方交付税　33.8％ 
26億6,111万円 
（85,528円） 

町債　6.8％ 
5億3,050万円 
（17,050円） 

国庫支出金国庫支出金 
5.1％ 

4億111111万円万円 
（12,89212,892円）円） 

国庫支出金 
5.1％ 

4億111万円 
（12,892円） 

県支出金　3.9％ 
3億658万円（9,854円） 

諸収入　2.8％ 
2億1,682万円（6,968円） 

使用料・手数料　1.7％ 
1億3,381万円（4,301円） 

地方消費税交付金　2.4％ 
1億8,936万円（6,086円） 

地方譲与税　1.5％ 
1億1,991万円（3,854円） 

地方特例交付金　1.3％ 
1億135万円（3,257円） 

自動車取得税交付金　0.9％ 
7,153万円（2,299円） 

利子割交付金　0.5％ 
3,920万円（1,260円） 

その他　0.2％ 
1,598万円（513円） 

分担金・負担金　1.0％ 
7,784万円（2,502円） 

自
主
財
源 

依
存
財
源 

歳入総額 
78億6,951万円 
（252,925円） 

歳出総額 
74億4,968万円 
（239,432円） 

※（　）内は住民1人当たり 
平成15年3月末人口　31,114人 

※（　）内は住民1人当たり 

問い合わせ　総務課へ 

56.4％ 
43.6％ 

繰入金　1.1％ 
8,310万円（2,671円） 

繰越金　4.4％ 
3億4,871万円 
（11,207円） 

その他　0.3％ 
2,630万円（845円） 

NHKのど自慢 
（総務費・町制施行40周年記念事業） 

特
別
会
計
 

●
歳
出
 

　
歳
出
の
決
算
額
は
、
約
74
億
4
、9
6
8
万
円
で
、
前

年
度
よ
り
約
13
億
5
、0
4
1
万
円
、
15
・
3
�
減
少
し

て
い
ま
す
。
町
民
1
人
当
た
り
に
使
わ
れ
た
お
金
を
計

算
す
る
と
、
23
万
9
、4
3
2
円
と
な
り
ま
す
。
14
年
度

に
行
っ
た
主
な
事
業
は
、
表
�
の
と
お
り
で
す
。
駅
前

に
建
設
中
の
情
報
プ
ラ
ザ
「
人
の
駅
」
整
備
事
業
1
億
4
、

4
7
8
万
円
、
海
老
津
町
営
住
宅
整
備
事
業
1
億
1
、

5
3
8
万
円
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
な
ど
の
町
制
施
行
40

周
年
記
念
事
業
8
8
2
万
円
な
ど
で
す
。
 

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
（
余
裕
が
あ
る
か
ど
う
か
）
を
判

断
す
る
目
安
と
な
る
経
常
収
支
比
率
は
、
79
・
8
�
と

な
り
ま
し
た
。
経
常
収
支
比
率
と
は
、
経
常
支
出（
経
常

的
に
支
出
さ
れ
る
お
金
…
人
件
費
や
維
持
補
修
費
、
扶

助
費
な
ど
）
に
経
常
収
入
（
毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ

る
お
金
…
町
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
）が
ど
の
程
度
充
て

ら
れ
た
か
を
示
す
も
の
で
、
80
�
を
超
え
る
と
危
険
信

号
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
岡
垣
町
は
、
前
年
度
77
・
3

�
か
ら
2
・
5
　
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
14
年

度
決
算
で
は
、
福
岡
県
内
97
市
町
村
の
う
ち
、
84
市
町

村
が
80
�
を
超
え
て
い
ま
す
。
 

　
地
方
交
付
税
の
減
額
 

や
国
・
県
支
出
金（
補
 

助
金
な
ど
）の
カ
ッ
ト
 

な
ど
地
方
財
政
を
取
り
 

巻
く
状
況
は
年
々
厳
し
 

く
な
っ
て
い
ま
す
。
限
 

り
あ
る
財
源
を
効
率
的
 

に
活
用
し
、
今
後
も
長
 

期
的
な
計
画
に
基
づ
い
 

た
財
政
運
営
を
行
い
、
 

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
 

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
 

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

ポ
イ
 

ン
ト
 



広報おかがき　平成15年10月25日号 広報おかがき　平成15年10月25日号 ��

●
歳
入
 

　
歳
入
の
決
算
額
は
約
78
億
6
、9
5
1
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
約
12

億
7
、9
3
0
万
円
、
約
14
㌫
減
少
し
て
い
ま
す
。
歳
入
歳
出
と
も
に

大
幅
な
減
額
と
な
っ
た
理
由
は
、
前
年
度
は
山
田
小
学
校
の
建
て
替

え
に
伴
う
事
業
費
が
大
き
か
っ
た
た
め
で
す
。
平
成
14
年
度
末
の
人

口
を
基
に
し
て
、
町
民
1
人
当
た
り
の
収
入
を
計
算
す
る
と
、
25
万

2
、9
2
5
円
と
な
り
ま
す
。
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税
の
よ
う
に

町
で
確
保
で
き
る
自
主
財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補

助
金
、
町
債
な
ど
、
ほ
か
か
ら
の
収
入
に
よ
る
依
存
財
源
に
大
き
く

分
け
ら
れ
ま
す
。
 

　
自
主
財
源
は
、
総
額
約
34
億
3
、2
8
8
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
43

・
6
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
自
主
財
源
が
多
い
ほ
う
が
、
行
政

活
動
を
自
主
的
・
安
定
的
に
行
え
る
余
地
が
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

主
な
も
の
は
、
町
税
約
25
億
4
、6
3
0
万
円（
前
年
度
と
比
較
す
る

と
約
3
、6
3
4
万
円
増
）、
使
用
料
・
手
数
料
約
1
億
3
、3
8
1
万

円（
約
5
5
6
万
円
増
）、
繰
入
金（
基
金
の
取
り
崩
し
）約
8
、3
1
0

万
円（
約
4
億
4
、0
1
3
万
円
減
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
、
依
存
財
源
は
、
総
額
約
44
億
3
、6
6
3
万
円
で
歳
入
全
体

の
56
・
4
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
、
私
た
ち
が
国
に
納

め
た
税
金
か
ら
町
に
配
分
さ
れ
た
地
方
交
付
税
約
26
億
6
、1
1
1
万

円（
約
2
億
7
、4
4
3
万
円
減
）、
町
債
約
5
億
3
、0
5
0
万
円（
1

億
4
、
6
8
0
万
円
減
）
、
国
庫
支
出
金
約
4
億
1
1
1
万
円
（
1
億

9
、8
4
5
万
円
減
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
債
の
中
に
は
、
地

方
交
付
税
の
減
収
を
補
て
ん
す
る
た
め
に
借
り
入
れ
る
臨
時
財
政
対

策
債
3
億
4
5
0
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
14
年
度
の
町
の
決
算
が
、
9
月
定
例
議
会
で
審
査
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。
決
算
と
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、
町
債（
借
入
金
）な
ど
の
収
入
が
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら

し
や
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
家
計
簿
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
決
算
状
況
は
、
表
�
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
最
も
身
近
な
一
般
会
計
の
決
算
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

平
成
平
成
14
年
度
決
算

年
度
決
算
 

平
成
14
年
度
決
算
 

町
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
！

町
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
！
 

町
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
！

町
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
！
 

町
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
！

町
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
！
 

町
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
！
 

総務費 
庁用マイクロバス「カワセミ号」の導入 
環境マネジメントシステム認証取得業務 
住居表示事業 
岡垣サンリーアイ施設管理運営費 
情報プラザ「人の駅」整備事業 
町制施行40周年記念事業(ＮＨＫのど自慢など) 
民生費 
介護保険事業（広域連合負担金など） 
保育所運営費 
いこいの里施設管理運営費 
在宅介護支援センター運営事業 
精神障害者ホームヘルプサービス事業 
特定疾患患者見舞金支給事業 
衛生費 
ごみ、し尿処理費(遠賀･中間広域組合負担金) 
健康対策事業(各種検診など) 
労働費 
特定地域開発就労事業(海老津・白谷線道路改良) 
緊急地域雇用特別事業 

事　　業　　名 決　算　額 事　　業　　名 決　算　額 

表� 
平成14年度に行った主な事業 

東部保育所で遊ぶこどもたち 
（民生費・保育所運営費） 

カワセミ号 
（総務費・庁用マイクロバスの導入） 

 
737万円 
210万円 
1,537万円 

2億6,487万円 
1億4,478万円 

882万円 
 

2億5,626万円 
1億7,618万円 
5,634万円 
2,359万円 
18万円 
46万円 

 
3億7,125万円 
4,113万円 

 
7,946万円 
1,151万円 

 
9,675万円 
4,581万円 
226万円 

 
1,760万円 
1,003万円 

 
1億1,538万円 
1億1,543万円 
1億4,611万円 
2,558万円 

 
3億3,816万円 

 
36万円 

3,240万円 
669万円 
8,186万円 

 
7,023万円 

 

農林水産業費 
ため池整備事業 
農業用水路整備事業 
漁業振興基本計画策定 
商工費 
各種イベント(まつり岡垣・花火大会など) 
さくら並木整備事業 
土木費 
海老津町営住宅整備事業 
街路整備事業 
道路維持改良工事 
公園整備事業 
消防費 
消防施設運営費(遠賀･中間広域組合負担金) 
教育費 
児童遠距離通学定期補助事業 
小学校施設整備事業(吉木小パソコン教室設置など) 
中学校施設整備事業(防犯カメラ設置、岡中トイレ改修など) 
体育施設整備事業(東部スポーツ広場整備など) 
災害復旧費 
鉱害復旧事業(繰越分含む) 
 

一般会計 
国民健康保険事業 
老人保健事業 
住宅新築資金等貸付事業 
公共下水道事業 
農業及び漁業集落排水事業 
水道事業会計（収益的収支） 
　　合   　　       計 

歳　　入　　額 

表� 
平成14年度各会計の決算額 

78億6,951万円 
23億9,315万円 
37億6,783万円 

435万円 
14億3,829万円 
5億4,976万円 
5億1,302万円 

165億3,591万円 

歳　　出　　額 
74億4,968万円 
23億7,439万円 
37億5,529万円 

422万円 
13億5,131万円 
5億1,479万円 
4億8,797万円 

159億3,765万円 

差　　引　　額 
4億1,983万円 
1,876万円 
1,254万円 
13万円 

8,698万円 
3,497万円 
2,505万円 

5億9,826万円 

町税　32.3％ 
25億4,630万円 
（81,838円） 

 

民生費　20.6％ 
15億3,718万円 
（49,405円） 

 

総務費　20.6％ 
15億3,573万円 
（49,358円） 

 

土木費　14.2％ 
10億5,333万円 
（33,854円） 

 

公債費　11.2％ 
８億3,642万円 
（26,883円） 

 

教育費　9.7％ 
7億2,518万円 
（23,307円） 

 

衛生費　8.4％ 
6億2,635万円 
（20,131円） 

 

消防費　5.1％ 
3億7,729万円（12,126円） 

 

農林水産業費　4.8％ 
3億5,516万円（11,415円） 

議会費　1.8％ 
1億3,523万円（4,346円） 

商工費　1.3％ 
9,553万円（3,070円） 

労働費　1.2％ 
9,097万円（2,924円） 

災害復旧費　0.9％ 
7,032万円（2,260円） 

諸支出金　0.2％ 
1,099万円（353円） 

地方交付税　33.8％ 
26億6,111万円 
（85,528円） 

町債　6.8％ 
5億3,050万円 
（17,050円） 

国庫支出金国庫支出金 
5.1％ 

4億111111万円万円 
（12,89212,892円）円） 

国庫支出金 
5.1％ 

4億111万円 
（12,892円） 

県支出金　3.9％ 
3億658万円（9,854円） 

諸収入　2.8％ 
2億1,682万円（6,968円） 

使用料・手数料　1.7％ 
1億3,381万円（4,301円） 

地方消費税交付金　2.4％ 
1億8,936万円（6,086円） 

地方譲与税　1.5％ 
1億1,991万円（3,854円） 

地方特例交付金　1.3％ 
1億135万円（3,257円） 

自動車取得税交付金　0.9％ 
7,153万円（2,299円） 

利子割交付金　0.5％ 
3,920万円（1,260円） 

その他　0.2％ 
1,598万円（513円） 

分担金・負担金　1.0％ 
7,784万円（2,502円） 

自
主
財
源 

依
存
財
源 

歳入総額 
78億6,951万円 
（252,925円） 

歳出総額 
74億4,968万円 
（239,432円） 

※（　）内は住民1人当たり 
平成15年3月末人口　31,114人 

※（　）内は住民1人当たり 

問い合わせ　総務課へ 

56.4％ 
43.6％ 

繰入金　1.1％ 
8,310万円（2,671円） 

繰越金　4.4％ 
3億4,871万円 
（11,207円） 

その他　0.3％ 
2,630万円（845円） 

NHKのど自慢 
（総務費・町制施行40周年記念事業） 

特
別
会
計
 

●
歳
出
 

　
歳
出
の
決
算
額
は
、
約
74
億
4
、9
6
8
万
円
で
、
前

年
度
よ
り
約
13
億
5
、0
4
1
万
円
、
15
・
3
�
減
少
し

て
い
ま
す
。
町
民
1
人
当
た
り
に
使
わ
れ
た
お
金
を
計

算
す
る
と
、
23
万
9
、4
3
2
円
と
な
り
ま
す
。
14
年
度

に
行
っ
た
主
な
事
業
は
、
表
�
の
と
お
り
で
す
。
駅
前

に
建
設
中
の
情
報
プ
ラ
ザ
「
人
の
駅
」
整
備
事
業
1
億
4
、

4
7
8
万
円
、
海
老
津
町
営
住
宅
整
備
事
業
1
億
1
、

5
3
8
万
円
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
な
ど
の
町
制
施
行
40

周
年
記
念
事
業
8
8
2
万
円
な
ど
で
す
。
 

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
（
余
裕
が
あ
る
か
ど
う
か
）
を
判

断
す
る
目
安
と
な
る
経
常
収
支
比
率
は
、
79
・
8
�
と

な
り
ま
し
た
。
経
常
収
支
比
率
と
は
、
経
常
支
出（
経
常

的
に
支
出
さ
れ
る
お
金
…
人
件
費
や
維
持
補
修
費
、
扶

助
費
な
ど
）
に
経
常
収
入
（
毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ

る
お
金
…
町
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
）が
ど
の
程
度
充
て

ら
れ
た
か
を
示
す
も
の
で
、
80
�
を
超
え
る
と
危
険
信

号
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
岡
垣
町
は
、
前
年
度
77
・
3

�
か
ら
2
・
5
　
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
14
年

度
決
算
で
は
、
福
岡
県
内
97
市
町
村
の
う
ち
、
84
市
町

村
が
80
�
を
超
え
て
い
ま
す
。
 

　
地
方
交
付
税
の
減
額
 

や
国
・
県
支
出
金（
補
 

助
金
な
ど
）の
カ
ッ
ト
 

な
ど
地
方
財
政
を
取
り
 

巻
く
状
況
は
年
々
厳
し
 

く
な
っ
て
い
ま
す
。
限
 

り
あ
る
財
源
を
効
率
的
 

に
活
用
し
、
今
後
も
長
 

期
的
な
計
画
に
基
づ
い
 

た
財
政
運
営
を
行
い
、
 

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
 

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
 

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

ポ
イ
 

ン
ト
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報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
で
は
な
に
が
で
き
る
の
？ 

第
４
回
　
遠
隔
で
の
行
政
相
談
 

「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」と
役
場
の
窓
口
を
、
テ
レ
ビ
電
話
会
議
シ
ス

テ
ム
で
つ
な
い
で
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
か
ら
行
政
相
談
な
ど
が
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

問い合わせ 

情報推進課へ 

zyoho@town.okagaki.fukuoka.jp

       遠
隔
行
政
相
談
っ
て
ど
ん
な
も
の
？
 

　
遠
隔
行
政
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
設
置

す
る
パ
ソ
コ
ン
と
、
役
場
窓
口
に
設

置
す
る
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
と
お
し
て
、

通
常
の
窓
口
の
よ
う
に
相
談
で
き
ま
す
。
 

 ど
こ
の
窓
口
と
つ
な
が
る
の
？
 

　
遠
隔
行
政
相
談
で
き
る
窓
口
は
、

環
境
共
生
課
・
住
民
課
・
こ
ど
も
未

来
課
・
健
康
福
祉
課
・
税
務
課
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
し
た
い
こ
と
を
専

門
の
担
当
者
に
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

ど
ん
な
相
談
が
で
き
る
の
？
 

　
役
場
の
窓
口
と
同
様
の
相
談
が
で
き
ま

す
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
 

・
交
通
共
済
の
問
い
合
わ
せ
 

・
ゴ
ミ
や
し
尿
に
関
す
る
相
談
 

・
住
民
票
の
異
動
に
関
す
る
相
談
 

・
健
康
保
険
や
年
金
の
問
い
合
わ
せ
 

・
乳
幼
児
医
療
・
障
害
者
医
療
・
母
子
医

　
療
の
問
い
合
わ
せ
 

・
健
康
相
談
 

・
納
税
相
談
　
な
ど
 

 操
作
は
か
ん
た
ん
？
 

　
よ
り
多
く
の
住
民
の
み
な
さ
ん
が
使
え

る
よ
う
に
、
簡
単
な
ボ
タ
ン
操
作
で
窓
口

へ
つ
な
ぎ
、
相
談
で
き
ま
す
 

報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
で
は
な
に
が
で
き
る
の
？ 

第
４
回
　
遠
隔
で
の
行
政
相
談
 

情 情 
　
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
で
主
要
公
共
施

設
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
で
、
施
設
間
で
さ
ま
ざ

ま
な
連
携
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
遠
隔
行
政
相
談
を
説
明
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
と
役
場
の
窓
口
を
、
テ
レ
ビ
電
話
会

議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
接
続
し
て
行
い
ま
す
。
 

遠隔行政相談のイメージ 

岡垣町役場 

 

情報プラザ人の駅 

相談したい窓口 遠隔行政相談コーナー 

　みなさんの相談に応じて 
担当者が、行政相談や問い 
合わせなどに答えます。 

　設置しているパソコンか 
ら、相談したい役場の窓口 
を呼び出します。 

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
 

駅
で
行
政
相
談
で
 

き
て
便
利
に
な
る
 

ん
だ
ね
！
 

共
に
考
え
、

共
に
考
え
、
行
動
し
よ
う
！

行
動
し
よ
う
！
 

「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」

「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」
の
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

の
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！
 

共
に
考
え
、

共
に
考
え
、
行
動
し
よ
う
！

行
動
し
よ
う
！
 

「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」

「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」
の
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

の
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！
 

募
集
内
容
 

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
 

　
　
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
応
募
し
た
人
の
意
向
を
聞
き
な
が

　
ら
、
具
体
的
な
活
動
内
容
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
 

□
応
募
資
格
 

　
　
パ
ソ
コ
ン
経
験
の
有
無
は
問
わ
ず
、
だ
れ
で
も
大
歓
迎
で
す
。

　
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
研
修
会
な
ど
も
企
画
し
ま
す
の
で
、

　
活
動
を
と
お
し
て
パ
ソ
コ
ン
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と

　
も
可
能
で
す
。
 

□
申
し
込
み
 

　
12
月
26
日（
金
）ま
で
に
情
報
推
進
課
へ
 

現
在
建
設
中
の
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
 

来
年
４
月
の
開
館
に
む
け
て
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
 

み
な
さ
ん
の
応
募
を
 

心
か
ら
お
待
ち
し
て
 

い
ま
す
。 

共
に
考
え
、
行
動
し
よ
う
！
 

「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」
の
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！
 

　
来
年
４
月
に
開
館
予
定
の
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
は
、
①
交
流
・
ふ
れ
あ
い
の
拠

点
、
②
中
心
市
街
地
・
経
済
の
活
性
化
の
推
進
、
③
行
政
窓
口
機
能
、
④
情
報
化
推

進
の
拠
点
、
と
い
う
４
つ
の
機
能
を
持
っ
た
施
設
と
し
て
、
み

な
さ
ん
が
広
く
親
し
ん
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
開
館
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
岡
垣
町
の
ふ
れ
あ
い
の
創
出
や
情
報
化
を
推
進
し
、

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
で
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
お
手
伝
い
が

で
き
る
、
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
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報
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ン
テ
ィ
ア
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集
し
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す
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高倉神社秋の大祭 

地域で守る子どもの安全 

ふんばれ！高ケツ圧 

新案内板設置式 

第2回岡垣町高齢者スポーツ大会 

けがあやまちがないように幸せでありますよう 
 
　毎年10月8日から10日は高倉神社の秋の大

祭が行われています。この大祭は、海の幸、

山の幸の豊穣を感謝し祝福する祭りとしてい

となまれていましたが、今日では、さらに、

交通安全、厄除開運、家内安全の祭りとして

もいとなまれています。 

　神にぎわいとして、筑紫舞や相撲大会など

が行われ、境内には露天も出ています。夜に

は多くの人が訪れ、祭りを楽しみました。 

笑顔、笑顔のペタンク教室 

9月10日一斉登校指導 

資産等報告書などに対する意見書が提出されました 

岡垣町政治倫理審査会福島会長(写真左)から広渡助役へ意見書 
を提出 

音に合わせて優雅に舞う筑紫舞 

　町長ほか三役と岡垣町議会議員は、岡

垣町政治倫理条例に基づいて、平成15年

度資産等報告書などを、岡垣町政治倫理

審査会へ6月13日に提出しました。 

　同審査会は、6月18日から4回の会議を

経てこれを審査し、作成した意見書を町

長へ提出しました。 

　この意見書は9月30日から3年間(土・日・

祝日を除く午前9時から午後4時)、役場企

画政策室で閲覧できます。 

　不審者が多発している情報が９月になってからも入っています。

内容も、刃物で切りつける (福岡市）、太ももに煙草の火の押し

つけ（中間）、腕をつかまれ、顔などを殴られる（鞍手郡）などと、

悪質化しています。 

　子どもが自分で注意すると同時に、地域の見守り体制の強化

がますます重要になっています。大人と子どもが互いに挨拶を

しあう地域づくりのために、９月10日に岡垣中学校校区内8箇

所で一斉登校指導を行い、内浦・吉木・海老津小学校育成会、

青少年補導員、小中PTA、保護司会、小中教職員が参加しまし

た。 

9月10日の一斉登校指導の様子 

写真左から、前田くん・西野くん・原くん 

子どもから高齢者まで、だれでも楽しめるペタンクです 

ゆうれい坂 
マナーを守って 楽しもう 

　岡垣町内外からドライブに立ちよる人の多

いゆうれい坂。その新しい案内板の設置式が

9月26日に行われました。 

　この案内板の中央に白い看板があります。これは、吉木小学校の西野隼平くん・原庸人くん・前田修平

くんの3人の呼びかけで、設置されました。 

　3人は、授業でゆうれい坂のことを調べていくうちに、夜、空き缶で実験する人や、車の騒音などで、こ

の坂の近所の人たちが困っているということを知りました。そこで、知ってもらうことも大事だけど、迷

惑をかけないように呼びかける必要があると考え、この看板を作成することになりました。 

岡垣には名所がたくさんあります。みなさんも、これらの名所を大切にしていきましょう。 

　年齢を問わず楽しめるペタンク。その普及を目指したペタンク教室が、10月5日に戸切周辺

地域スポーツ広場で行われました。この教室は岡垣町教育委員会が、ペタンクの普及と、運動

を始めるきっかけづくりを目的に行いました 

　この教室に参加した約30人は、みんな笑顔でペタンクを楽しみ、一時間ほどの教室を終え

ました。戸切区公民館長の石田喜久雄さんは｢歓声などもあがり、老若男女を問わず触れ合う

ことができました｣と楽しめたようでした。 

　このペタンク教室は、今後、10月26日・11月2日・16日に戸切周辺地域スポーツ広場で、

平成16年2月1日・15日・3月7

日・21日に、すぱーく岡垣で

行われます。興味のある人は、

家族や友達を誘って参加して

みては？ 

｢高血圧｣のワンシーン。風船の割れる音が会場内に響き渡る 

　10月10日、岡垣サンリーアイで、町主催の第2回岡垣町高齢者スポーツ大会が行われました。 

出席した約800人が赤組、白組に分かれ、さまざまな競技を行いました。バレーボールをシーソーに乗せ

て蹴り上げ、キャッチしてリレーする｢ナイスキャッチ｣では、

蹴り上げたボールに勢いがありすぎて、20から30�も飛ば

している人などもいて、会場を賑わせていました。風船をお

尻で割ってリレーする｢高血圧｣では、みなさん風船に全体重

をのせ、ふんばっていました。まさに｢高血圧｣！　なかなか

割れず、苦笑いを浮かべている人もいました。 

　競技に参加している人も、それを応援している人も、笑顔

が絶えない楽しい大会になりました。いつまでも元気に過ご

すためには、体を動かすことも大切です。来年も開催する予

定なので、近所の人を誘って元気な姿を見せてくださいね。 
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　参加する人も読む人もみんな友達。
このコーナーでひとつになって楽しもう！
「どくしゃの私書箱」は、そんな願いを
込めた読者のページです。 
　楽しかったこと、悲しかったことか
ら地域の活動まで、またイラスト・４
コマまんが・俳句・川柳などの作品も
お待ちしています。 
応募先/〒811-4233岡垣町野間1丁目1
番1号 
岡垣町役場地域づくり課・広報「どくし
ゃの私書箱」係 
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿
名も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。 
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野間一区　手作りの孫の手 

 ミニテニスは、卓球・バドミントン・テニス・ビー

チバレーボールをミックスしたスポーツです。狭い場

所でも、20分から30分の基本練習で、若者から高齢

者まで誰でも楽しむことができます。週一回程度練習

しています。みなさん、一緒にやってみませんか？ 

 

問い合わせ 

青木283-1026または、永井283-3276へ 

 

福岡キングス全員野球でV！ 

【原稿と写真は、福岡キングス代表松山和久さんの提供】 

【写真と原稿は野間一区太田實区長の提供】 

やってみませんか？ミニテニス 

　9月20日・21日に佐賀県で行われた第35回九州ジュニア水泳競技

大会に小川将大くん(旭南区)、黒木梨沙さん(緑ヶ丘区)、石田悠さん

(戸切区)が出場しました。小川くんは「タイムも順位も考えず、ただ、

一生懸命泳ぎました。入賞できて嬉しかったです。」と九州大会出場

の感想を話してくれました。みなさん、これからもがんばってくだ

さいね。 

黒木梨沙さん 小川将大くん 石田　悠さん 

九州大会出場おめでとう！ 
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130本もの孫の手ができあがりました 

 

作業する高齢者福祉ネットの会のみなさん 作業する高齢者福祉ネットの会のみなさん 

　野間一区では、9月15日の敬老の祝日に、70歳以上のみなさんに手作りの孫の手をプレゼントしました。

今年初夏にそうめん流しで利用した竹を活用して、高齢者福祉ネットの会で作成したものです。 

　この心を込めて作った孫の手に、手紙を添え

て手渡しました。みなさんに大変喜んでいただ

けました。 

 

　第16回おんが自動車学校優勝旗争

奪戦大会が8月に松ヶ台グラウンド

で行われました。 

　福岡キングスは、遠賀・中間地区

から集まったたくさんのチームを勝

ちぬき、今年３回目の優勝を飾りま

した。9月には、第１回ゆうま杯も

制し、４回目の優勝となりました。

これからも、ネバーギブアップと全

員野球でがんばります。 

 

テニスより大きめのゴム製のボールを使います テニスより大きめのゴム製のボールを使います 
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　参加する人も読む人もみんな友達。
このコーナーでひとつになって楽しもう！
「どくしゃの私書箱」は、そんな願いを
込めた読者のページです。 
　楽しかったこと、悲しかったことか
ら地域の活動まで、またイラスト・４
コマまんが・俳句・川柳などの作品も
お待ちしています。 
応募先/〒811-4233岡垣町野間1丁目1
番1号 
岡垣町役場地域づくり課・広報「どくし
ゃの私書箱」係 
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿
名も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。 

ど 

く 

し 

の 
や 

私

書

箱

 

川

原

方

人

 

沈

黙

の

死

 

短
　
　
歌 

川
　
　
柳 

俳
　
　
句 

木
綿
俳
句
会 

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会 

青
葉
短
歌
会 

岡
垣
川
柳
会 

一
般
の
作
品 

岡
垣
乳
垂
俳
句
会 

鳩
を
抱
く
少
年
の
像
秋
の
河
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
川
原
　
和
子
 

声
か
け
て
秋
茄
子
の
株
抜
き
に
け
り
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
重
岡
　
富
子
 

閉
会
の
風
船
は
な
つ
空
高
し
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深
田
　
英
子
 

名
匠
の
鏨
の
尖
り
鵙
た
け
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木
下
　
武
久
 

  運
動
会
一
等
賞
の
空
が
あ
り
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
神
谷
　
香
代
 

甘
柿
か
渋
柿
か
ま
だ
青
か
り
し
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中
村
　
鶴
子
 

千
草
咲
く
名
の
あ
る
花
も
な
き
花
も
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
久
留
美
智
子
 

境
界
の
畦
に
燃
え
立
つ
彼
岸
花
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
橋
本
貴
美
子
 

  柿
う
る
る
寺
領
の
隅
に
売
地
札
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
外
村
　
次
子
 

地
下
水
に
た
よ
る
吾
が
町
秋
刀
魚
焼
く
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田
中
　
久
子
 

父
越
へ
し
よ
わ
い
と
な
れ
り
百
日
紅
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
俵
口
　
勝
美
 

蔦
か
ず
ら
か
ら
み
て
這
ひ
し
浜
の
松
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寺
田
タ
ツ
子
 

   何
時
し
か
に
会
話
も
出
来
る
幼
子
の
 

 
 
 
 
白
い
サ
ン
ダ
ル
十
四
セ
ン
チ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
石
松
　
清
美
 

稲
刈
済
み
秋
の
果
実
の
に
ぎ
や
か
に
 

 
 
 
 
 
並
ぶ
店
先
に
秋
風
の
吹
く
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
南
里
　
和
昭
 

陽
盛
り
の
庭
に
一
筋
黒
糸
の
 

 
 
 
 
せ
っ
せ
せ
っ
せ
と
蟻
の
行
列
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
原
口
　
一
枝
 

老
い
し
姉
子
の
弔
に
悲
し
み
を
 

 
 
 
裡
に
秘
め
つ
つ
行
な
い
澄
ま
す
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
橋
本
　
和
子
 

  森
軍
医
戦
死
佐
藤
軍
医
等
他
界
し
て
 

 
 
 
 
 
 
 
衛
生
部
員
は
私
一
人
　
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中
原
　
政
平
　
 

風
立
ち
て
水
面
の
皺
は
夕
光
に
 

 
 
 
 
寄
り
添
い
居
る
は
鷺
の
番
か
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
皆
田
ゆ
き
え
 
 

    若
い
娘
の
水
着
の
線
へ
目
が
泳
ぐ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
馬
場
　
哲
也
 

夕
凪
に
足
首
だ
け
の
波
あ
そ
び
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
野
中
よ
う
子
 

迫
る
危
機
本
気
に
し
な
い
日
本
人
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
末
松
　
碧
 

子
も
育
ち
海
は
無
縁
の
夏
と
な
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宇
都
宮
福
夫
 

   

��

野間一区　手作りの孫の手 

 ミニテニスは、卓球・バドミントン・テニス・ビー

チバレーボールをミックスしたスポーツです。狭い場

所でも、20分から30分の基本練習で、若者から高齢

者まで誰でも楽しむことができます。週一回程度練習

しています。みなさん、一緒にやってみませんか？ 

 

問い合わせ 

青木283-1026または、永井283-3276へ 

 

福岡キングス全員野球でV！ 

【原稿と写真は、福岡キングス代表松山和久さんの提供】 

【写真と原稿は野間一区太田實区長の提供】 

やってみませんか？ミニテニス 

　9月20日・21日に佐賀県で行われた第35回九州ジュニア水泳競技

大会に小川将大くん(旭南区)、黒木梨沙さん(緑ヶ丘区)、石田悠さん

(戸切区)が出場しました。小川くんは「タイムも順位も考えず、ただ、

一生懸命泳ぎました。入賞できて嬉しかったです。」と九州大会出場

の感想を話してくれました。みなさん、これからもがんばってくだ

さいね。 

黒木梨沙さん 小川将大くん 石田　悠さん 

九州大会出場おめでとう！ 

そ
の
寺
が
国
土
防
衛
隊
の
大
隊
本
部
に

な
っ
た
の
は 

昭
和
十
九
年
の
秋
で
あ
っ
た 

数
百
の
兵
が
三
里
松
原
に
展
開
し 

食
糧
不
足
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら 

艦
砲
射
撃
か
ら
身
を
守
る
地
下
壕
を 

日
に
夜
を
つ
い
で
掘
り
つ
づ
け
て
い
た 

 

隊
長
は
酒
が
好
き
で
あ
っ
た 

ど
う
し
て
そ
ん
な
酒
が
あ
る
の
か 

数
人
の
将
校
を
交
え
た
作
戦
会
議
と
い

う
名
の
酒
宴
が 

毎
夜
の
よ
う
に
行
わ
れ
た 

専
任
の
賄
い
兵
の
中
に 

鰻
取
り
の
名
人
が
い
た 

あ
ち
こ
ち
の
川
や
溝
に
竹
籠
を
入
れ
て 

巧
み
に
鰻
を
取
っ
た 

そ
れ
が
彼
の
任
務
で
あ
っ
た 

 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日 

三
里
松
原
に
設
営
さ
れ
た
兵
た
ち
の
テ

ン
ト
の
脇
で
若
い
将
校
が
割
腹
し
た 

遺
言
も
な
く
辞
世
も
な
い
　
沈
黙
の
死

で
あ
っ
た 

 

そ
し
て
数
日
後 

何
事
も
無
か
っ
た
か
の
よ
う
に 

兵
た
ち
は
除
隊
し
て
故
郷
へ
急
ぎ 

そ
の
寺
か
ら
は
　
い
つ
か 

酒
焼
け
し
た
隊
長
の
赤
ら
顔
も
消
え
て

い
た 

寺
の
建
物
に
沁
み
つ
い
た 

蒲
焼
き
の
に
お
い
だ
け
が
残
っ
て
い
た 

130本もの孫の手ができあがりました 

 

作業する高齢者福祉ネットの会のみなさん 作業する高齢者福祉ネットの会のみなさん 

　野間一区では、9月15日の敬老の祝日に、70歳以上のみなさんに手作りの孫の手をプレゼントしました。

今年初夏にそうめん流しで利用した竹を活用して、高齢者福祉ネットの会で作成したものです。 

　この心を込めて作った孫の手に、手紙を添え

て手渡しました。みなさんに大変喜んでいただ

けました。 

 

　第16回おんが自動車学校優勝旗争

奪戦大会が8月に松ヶ台グラウンド

で行われました。 

　福岡キングスは、遠賀・中間地区

から集まったたくさんのチームを勝

ちぬき、今年３回目の優勝を飾りま

した。9月には、第１回ゆうま杯も

制し、４回目の優勝となりました。

これからも、ネバーギブアップと全

員野球でがんばります。 

 

テニスより大きめのゴム製のボールを使います テニスより大きめのゴム製のボールを使います 
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霜月のもよおし・おしらせ 霜月のもよおし・おしらせ 
しもつき 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

総
務
課
 

そ
の
油
断
 

　
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ
 

福
岡
県
障
害
者
文
化
祭
実
行
委
員
会
 

障
害
者
の
 

　
　
文
化
祭
が
あ
り
ま
す
！
 

小
倉
検
察
審
査
会
 

検
察
審
査
員
に
 

　
　
選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を
 

若
松
税
務
署
 

平
成
15
年
分
 

　
　
　
　
年
末
調
整
説
明
会
 

福
岡
県
ね
ん
り
ん
 

 
 
 
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

若
松
海
上
保
安
部
 

未
来
に
残
そ
う
青
い
海
 

 

福
岡
県
労
働
局
 

ご
存
知
で
す
か
？
最
低
賃
金
 

 

厚
生
労
働
省
 

雇
用
再
生
集
中
支
援
事
業
 

   　
県
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
・

仲
間
・
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、

は
つ
ら
つ
と
し
た
高
齢
社
会
を
築

く
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
 

と
 
き
 
11
月
15
日（
土
）か
ら
18

日（
火
）
 

と
こ
ろ
　
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー（
久

留
米
市
）ほ
か
 

内
　
容
 
 
 

《
見
　
る
》 
総
合
開
会
式
・
記
念

講
演
（
15
日
午
後
１
時
　
講
演:

三
浦
雄
一
郎
氏
）
、
ね
ん
り
ん
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
（
16
日
午
後

0
時
30
分
）
、
シ
ニ
ア
美
術
展
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
展
 

《
聴
　
く
》 
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル（
16
日
午
後
１
時
45
分
）、
民
謡

コ
ン
ク
ー
ル（
16
日
午
後
0
時
30
分
）
 

《
遊
　
ぶ
》 
子
ど
も
広
場
・
ふ
れ

あ
い
市
場
（
15
日
か
ら
16
日
、
楽

し
い
ス
テ
ー
ジ
や
イ
ベ
ン
ト
、
地

元
の
名
産
品
や
食
べ
も
の
の
お
店

な
ど
が
い
っ
ぱ
い
！
）
 

※
そ
の
ほ
か
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
楽
し
め
る
、
幅
広
い
多
彩

な
イ
べ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
実
行
委
員
会
事
務

局（
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

�
０
９
２-

５
８
４-

３
３
７
７
へ
 

    

    岡
垣
お
笑
い
劇
場
「
ナ
ポ
レ
オ

ン
ズ
＆
春
風
亭
昇
太
」
 

と
　
き
　
11
月
９
日（
日
）午
後
２
時
 

と
こ
ろ
　
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
 

入
場
料
　
○
前
売
二
千
円
○
当
日

二
千
三
百
円
 

○
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

と
　
き
　
11
月
14
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時
 

と
こ
ろ
　
小
ホ
ー
ル
 

出
演
者
　
秀
宝
会（
三
味
線
）
 

※
入
場
無
料
 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
受

講
生
募
集
 

◎
手
編
み
 

と
　
き
　
第
１
・
3
木
曜
日
午
前

10
時
か
ら
午
後
2
時
 

と
こ
ろ
　
2
0
5
会
議
室
 

講
 
師
　
横
山
志
津
 

受
講
料
　
九
千
円（
3
か
月
）
 

維
持
費
　
六
百
円（
3
か
月
）
 

教
材
費
実
費
 

◎
バ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
入
門
 

と
　
き
　
第
1
・
3
日
曜
日
①
午

後
6
時
か
ら
7
時
②
午
後
7
時
か

ら
8
時
 

と
こ
ろ
　
2
0
5
会
議
室
 

講
　
師
　
貞
国
克
己
 

受
講
料
　
一
万
二
千
円（
3
か
月
）
 

維
持
費
　
六
百
円（
3
か
月
）
 

  

◎
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト（
1
・
3
ク
ラ
ス
）
 

と
 
き
　（
1
）第
2
・
4
火
曜
日

午
後
6
時
か
ら
8
時（
3
）第
2
・

4
金
曜
日
午
後
7
時
か
ら
9
時
 

と
こ
ろ
　
創
作
室
 

講
 
師
　（
1
）平
田
恵
子（
3
）本

原
千
和
 

受
講
料
　
九
千
円（
３
か
月
）
 

維
持
費
　
六
百
円（
３
か
月
）
 

教
材
費
　
約
二
千
円（
１
回
分
）
 

※
文
化
講
座
に
初
め
て
入
会
す
る

場
合
は
、
入
会
金
二
千
五
百
円
が

別
途
必
要
で
す
。
見
学
も
随
時
受

け
つ
け
て
い
ま
す
。
 

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

▽ 

社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○ 

清
水
惠
美
子
　
様（
松
ヶ
台
西
） 

故 

清
水
　
義
生
　
様
　
71
歳 

○ 

吉
田
　
重
規
　
様（
吉
木
） 

故 

吉
田
キ
ヨ
ノ
　
様
　
98
歳 

○ 

竹
下
　
慶
子
　
様（
緑
ヶ
丘
） 

故 

竹
下
　
英
樹
　
様
　
61
歳 

○ 

井
上
香
津
子
　
様（
三
吉
） 

故 

井
上
　
又
一
　
様
　
83
歳 

○ 

河
原
　
勇
二
　
様（
内
浦
） 

故 

河
原
　
安
時
　
様
　
82
歳 

○ 

坂
本
　
脩
一
　
様（
旭
南
） 

故 

坂
本
　
英
子
　
様
　
90
歳 

○ 

徳
永
フ
サ
エ
　
様（
野
間
四
） 

故 

徳
永
　
繁
三
　
様
　
77
歳 

 

▽ 

老
人
ク
ラ
ブ
へ 

○ 

徳
永
フ
サ
エ
　
様 

    

　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と 

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と 

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か 

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
９
月
受
付
分
） 

　救急車が到着する前に何をするべきか、ど

う対処しなければならないのか、実技中心の

講習を行います。 

と　き　11月16日(日)午前9時から正午 

ところ　いこいの里　　　　　 

内　容　心肺蘇生法、大出血 

　　　　時の止血法など 

定　員　40人 

申し込み・問い合わせ 

10月29日(水)から11月7日(金) 

までに健康福祉課健康づくり係へ 

いざというときの 
応 急 手 当 

 

11月は指名手配被疑者捜査 
強化月間です。 
指名手配被疑者を検挙する 
ために、みなさんのご協力 
が必要です！ 
問い合わせ　折尾警察署�691-0110

    　
11
月
９
日
か
ら
15
日
の
７
日
間

は
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期

間
で
す
。
 

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防

思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と

で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
み

な
さ
ん
の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
防
火
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
こ
の
運
動

期
間
中
、
午
前
７
時
と
午
後
７
時

に
約
30
秒
間
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を

行
い
ま
す
。
火
災
と
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
庶
務
係
へ
 

    　
身
体
や
知
的
、
こ
こ
ろ
に
障
害

の
あ
る
人
に
よ
る
文
化
祭
を
開
催

し
ま
す
。
演
劇
・
演
奏
・
ダ
ン
ス

な
ど
の
発
表
や
公
演
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
写
真
展
示
が
あ
り

ま
す
。
 

と
　
き
　
11
月
30
日（
日
）午
前
10
時
 

と
こ
ろ
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春

日
市
）
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
障
害
者
文

化
祭
実
行
委
員
会
�
０
９
２-

５

８
４-

６
０
６
７
へ
 

    　
年
末
調
整
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
対
象
者
は
ご
出
席
く
だ
さ

い
。
案
内
文
書
と
説
明
会
資
料
は

事
前
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
当
日

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

と
　
き
　
11
月
20
日（
木
）
 

○
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
 

○
午
後
の
部
＝
午
後
1
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
 

問
い
合
わ
せ
　
若
松
税
務
署
�
７

６
１-

２
６
９
４
へ
 

   　
青
く
美
し
い
海
を
未
来
の
人
た

ち
に
残
す
の
は
現
在
の
私
た
ち
の

責
任
で
す
。
 

　
11
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１

週
間
を「
海
洋
環
境
保
全
推
進
週
間
」

と
し
、
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
海
洋
環
境
保
全
運

動
を
推
進
し
ま
す
。
 

　
美
し
い
玄
界
灘
と
海
岸
を
守
る

た
め
、
生
活
上
身
近
な
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
や
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を

川
や
海
に
捨
て
る
こ
と
な
く
、
海

を
汚
さ
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
海
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人

を
見
た
り
、
油
が
浮
い
て
い
る
の

を
発
見
し
た
場
合
な
ど
は
、
若
松

海
上
保
安
部
ま
た
は
、
局
番
な
し

電
話
番
号「
1
1
8
」に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
若
松
海
上
保
安
部

�
７
６
１-

４
３
５
３
へ
 

   　
取
引
金
融
機
関
に
よ
る
不
良
債

権
処
理
の
影
響
に
よ
り
、
人
員
整

理
な
ど
の
雇
用
調
整
を
行
わ
ざ
る

を
得
な
い
事
業
主
が
、
雇
用
調
整

方
針
を
作
成
し
て
届
出
る
こ
と
で
、

そ
の
事
業
所
の
離
職
者
に
対
す
る

早
期
再
就
職
の
た
め
の
支
援
を
行

い
ま
す
。
 

　
具
体
的
な
不
良
債
権
処
理
の
例
 

①
破
産
、
民
事
再
生
な
ど
の
法
的
整

理
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
は
、

債
務
超
過
の
状
況
に
あ
り
、
取
引
金

融
機
関
か
ら
貸
し
出
し
条
件
を
厳
し

く
さ
れ
た
り
、
運
転
資
金
な
ど
の
融

資
を
断
ら
れ
た
事
業
主
 

②
取
引
金
融
機
関
か
ら
整
理
改
修

機
構
へ
の
債
権
譲
渡
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
事
業
主
 

③
産
業
再
生
機
構
に
よ
っ
て
関
係

金
融
機
関
な
ど
の
債
権
の
買
取
決

定
が
行
わ
れ
た
事
業
主
 

④
取
引
金
融
機
関
か
ら
、
経
営
合

理
化
計
画
の
作
成
を
前
提
と
し
て
、

債
権
放
棄
な
ど
を
受
け
た
事
業
主
 

　
雇
用
調
整
方
針
の
対
象
離
職
者

へ
は
、
再
就
職
の
た
め
の
支
援
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。
雇
用
調
整
方

針
を
届
出
た
事
業
主
は
、
各
種
労

働
移
動
支
援
に
関
す
る
助
成
金
な

ど
が
受
け
や
す
く
な
り
、
雇
用
調

整
方
針
の
対
象
者
を
雇
い
入
れ
た

事
業
主
に
は
、
1
人
あ
た
り
60
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
雇
用
調
整
方
針
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
、
離
職
者
へ
の

支
援
内
容
は
産
業
雇
用
安
定
セ
ン

タ
ー
�
０
９
２-

４
３
４-

６
１
１

０
へ
 

    　
犯
罪
の
被
害
者
や
犯
罪
を
告
訴
・

告
発
し
た
人
か
ら
検
察
官
の
不
起

訴
処
分
を
不
服
と
し
て
申
立
て
が

あ
っ
た
と
き
に
審
査
を
始
め
ま
す
。
 

　
審
査
員
は
選
挙
権
を
有
す
る
国

民
の
中
か
ら「
く
じ
」で
選
ば
れ
た

11
人
が
、
国
民
を
代
表
し
て
申
立

の
あ
っ
た
検
察
官
の
不
起
訴
処
分

を
審
査
し
ま
す
。
 

　
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、

国
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
地
方
裁
判
所

小
倉
支
部
内
小
倉
検
察
審
査
会
事

務
局
�
５
６
１-

３
４
３
１
へ
 

   　
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
最

低
賃
金
。
福
岡
県
で
は
10
月
19
日

か
ら
１
時
間
当
た
り
６
４
４
円
と

な
り
ま
し
た
。
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
労
働
局
 

�
０
９
２-

４
１
１-

４
５
７
８
へ
 

   

　秋風の中、町内の文化財を歩いて

めぐりませんか？意外な発見がある

かもしれませんよ。 

 

と　　き　11月22日（土） 

　　　　　午前10時から2時間程度 

集合場所　西部公民館 

内　　容　内浦地区の文化財めぐり 

参 加 費　無料 

申し込み・問い合わせ 

　　　　　社会教育課へ 

こんなものがあったんだ！？ 

町内の文化財めぐり 
 

岡垣 

問
�
２
８
２-

１
５
１
５
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霜月のもよおし・おしらせ 霜月のもよおし・おしらせ 
しもつき 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

総
務
課
 

そ
の
油
断
 

　
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ
 

福
岡
県
障
害
者
文
化
祭
実
行
委
員
会
 

障
害
者
の
 

　
　
文
化
祭
が
あ
り
ま
す
！
 

小
倉
検
察
審
査
会
 

検
察
審
査
員
に
 

　
　
選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を
 

若
松
税
務
署
 

平
成
15
年
分
 

　
　
　
　
年
末
調
整
説
明
会
 

福
岡
県
ね
ん
り
ん
 

 
 
 
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

若
松
海
上
保
安
部
 

未
来
に
残
そ
う
青
い
海
 

 

福
岡
県
労
働
局
 

ご
存
知
で
す
か
？
最
低
賃
金
 

 

厚
生
労
働
省
 

雇
用
再
生
集
中
支
援
事
業
 

   　
県
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
・

仲
間
・
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、

は
つ
ら
つ
と
し
た
高
齢
社
会
を
築

く
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
 

と
 
き
 
11
月
15
日（
土
）か
ら
18

日（
火
）
 

と
こ
ろ
　
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー（
久

留
米
市
）ほ
か
 

内
　
容
 
 
 

《
見
　
る
》 
総
合
開
会
式
・
記
念

講
演
（
15
日
午
後
１
時
　
講
演:

三
浦
雄
一
郎
氏
）
、
ね
ん
り
ん
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
（
16
日
午
後

0
時
30
分
）
、
シ
ニ
ア
美
術
展
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
展
 

《
聴
　
く
》 
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル（
16
日
午
後
１
時
45
分
）、
民
謡

コ
ン
ク
ー
ル（
16
日
午
後
0
時
30
分
）
 

《
遊
　
ぶ
》 
子
ど
も
広
場
・
ふ
れ

あ
い
市
場
（
15
日
か
ら
16
日
、
楽

し
い
ス
テ
ー
ジ
や
イ
ベ
ン
ト
、
地

元
の
名
産
品
や
食
べ
も
の
の
お
店

な
ど
が
い
っ
ぱ
い
！
）
 

※
そ
の
ほ
か
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
楽
し
め
る
、
幅
広
い
多
彩

な
イ
べ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
実
行
委
員
会
事
務

局（
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

�
０
９
２-

５
８
４-

３
３
７
７
へ
 

    

    岡
垣
お
笑
い
劇
場
「
ナ
ポ
レ
オ

ン
ズ
＆
春
風
亭
昇
太
」
 

と
　
き
　
11
月
９
日（
日
）午
後
２
時
 

と
こ
ろ
　
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
 

入
場
料
　
○
前
売
二
千
円
○
当
日

二
千
三
百
円
 

○
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

と
　
き
　
11
月
14
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時
 

と
こ
ろ
　
小
ホ
ー
ル
 

出
演
者
　
秀
宝
会（
三
味
線
）
 

※
入
場
無
料
 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
受

講
生
募
集
 

◎
手
編
み
 

と
　
き
　
第
１
・
3
木
曜
日
午
前

10
時
か
ら
午
後
2
時
 

と
こ
ろ
　
2
0
5
会
議
室
 

講
 
師
　
横
山
志
津
 

受
講
料
　
九
千
円（
3
か
月
）
 

維
持
費
　
六
百
円（
3
か
月
）
 

教
材
費
実
費
 

◎
バ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
入
門
 

と
　
き
　
第
1
・
3
日
曜
日
①
午

後
6
時
か
ら
7
時
②
午
後
7
時
か

ら
8
時
 

と
こ
ろ
　
2
0
5
会
議
室
 

講
　
師
　
貞
国
克
己
 

受
講
料
　
一
万
二
千
円（
3
か
月
）
 

維
持
費
　
六
百
円（
3
か
月
）
 

  

◎
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト（
1
・
3
ク
ラ
ス
）
 

と
 
き
　（
1
）第
2
・
4
火
曜
日

午
後
6
時
か
ら
8
時（
3
）第
2
・

4
金
曜
日
午
後
7
時
か
ら
9
時
 

と
こ
ろ
　
創
作
室
 

講
 
師
　（
1
）平
田
恵
子（
3
）本

原
千
和
 

受
講
料
　
九
千
円（
３
か
月
）
 

維
持
費
　
六
百
円（
３
か
月
）
 

教
材
費
　
約
二
千
円（
１
回
分
）
 

※
文
化
講
座
に
初
め
て
入
会
す
る

場
合
は
、
入
会
金
二
千
五
百
円
が

別
途
必
要
で
す
。
見
学
も
随
時
受

け
つ
け
て
い
ま
す
。
 

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

▽ 

社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○ 

清
水
惠
美
子
　
様（
松
ヶ
台
西
） 

故 

清
水
　
義
生
　
様
　
71
歳 

○ 

吉
田
　
重
規
　
様（
吉
木
） 

故 

吉
田
キ
ヨ
ノ
　
様
　
98
歳 

○ 

竹
下
　
慶
子
　
様（
緑
ヶ
丘
） 

故 

竹
下
　
英
樹
　
様
　
61
歳 

○ 

井
上
香
津
子
　
様（
三
吉
） 

故 

井
上
　
又
一
　
様
　
83
歳 

○ 

河
原
　
勇
二
　
様（
内
浦
） 

故 

河
原
　
安
時
　
様
　
82
歳 

○ 

坂
本
　
脩
一
　
様（
旭
南
） 

故 

坂
本
　
英
子
　
様
　
90
歳 

○ 

徳
永
フ
サ
エ
　
様（
野
間
四
） 

故 

徳
永
　
繁
三
　
様
　
77
歳 

 

▽ 

老
人
ク
ラ
ブ
へ 

○ 

徳
永
フ
サ
エ
　
様 

    

　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と 

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と 

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か 

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
９
月
受
付
分
） 

　救急車が到着する前に何をするべきか、ど

う対処しなければならないのか、実技中心の

講習を行います。 

と　き　11月16日(日)午前9時から正午 

ところ　いこいの里　　　　　 

内　容　心肺蘇生法、大出血 

　　　　時の止血法など 

定　員　40人 

申し込み・問い合わせ 

10月29日(水)から11月7日(金) 

までに健康福祉課健康づくり係へ 

いざというときの 
応 急 手 当 

 

11月は指名手配被疑者捜査 
強化月間です。 
指名手配被疑者を検挙する 
ために、みなさんのご協力 
が必要です！ 
問い合わせ　折尾警察署�691-0110

    　
11
月
９
日
か
ら
15
日
の
７
日
間

は
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期

間
で
す
。
 

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防

思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と

で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
み

な
さ
ん
の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
防
火
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
こ
の
運
動

期
間
中
、
午
前
７
時
と
午
後
７
時

に
約
30
秒
間
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を

行
い
ま
す
。
火
災
と
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
庶
務
係
へ
 

    　
身
体
や
知
的
、
こ
こ
ろ
に
障
害

の
あ
る
人
に
よ
る
文
化
祭
を
開
催

し
ま
す
。
演
劇
・
演
奏
・
ダ
ン
ス

な
ど
の
発
表
や
公
演
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
写
真
展
示
が
あ
り

ま
す
。
 

と
　
き
　
11
月
30
日（
日
）午
前
10
時
 

と
こ
ろ
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春

日
市
）
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
障
害
者
文

化
祭
実
行
委
員
会
�
０
９
２-

５

８
４-

６
０
６
７
へ
 

    　
年
末
調
整
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
対
象
者
は
ご
出
席
く
だ
さ

い
。
案
内
文
書
と
説
明
会
資
料
は

事
前
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
当
日

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

と
　
き
　
11
月
20
日（
木
）
 

○
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
 

○
午
後
の
部
＝
午
後
1
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
 

問
い
合
わ
せ
　
若
松
税
務
署
�
７

６
１-

２
６
９
４
へ
 

   　
青
く
美
し
い
海
を
未
来
の
人
た

ち
に
残
す
の
は
現
在
の
私
た
ち
の

責
任
で
す
。
 

　
11
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１

週
間
を「
海
洋
環
境
保
全
推
進
週
間
」

と
し
、
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
海
洋
環
境
保
全
運

動
を
推
進
し
ま
す
。
 

　
美
し
い
玄
界
灘
と
海
岸
を
守
る

た
め
、
生
活
上
身
近
な
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
や
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を

川
や
海
に
捨
て
る
こ
と
な
く
、
海

を
汚
さ
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
海
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人

を
見
た
り
、
油
が
浮
い
て
い
る
の

を
発
見
し
た
場
合
な
ど
は
、
若
松

海
上
保
安
部
ま
た
は
、
局
番
な
し

電
話
番
号「
1
1
8
」に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
若
松
海
上
保
安
部

�
７
６
１-

４
３
５
３
へ
 

   　
取
引
金
融
機
関
に
よ
る
不
良
債

権
処
理
の
影
響
に
よ
り
、
人
員
整

理
な
ど
の
雇
用
調
整
を
行
わ
ざ
る

を
得
な
い
事
業
主
が
、
雇
用
調
整

方
針
を
作
成
し
て
届
出
る
こ
と
で
、

そ
の
事
業
所
の
離
職
者
に
対
す
る

早
期
再
就
職
の
た
め
の
支
援
を
行

い
ま
す
。
 

　
具
体
的
な
不
良
債
権
処
理
の
例
 

①
破
産
、
民
事
再
生
な
ど
の
法
的
整

理
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
は
、

債
務
超
過
の
状
況
に
あ
り
、
取
引
金

融
機
関
か
ら
貸
し
出
し
条
件
を
厳
し

く
さ
れ
た
り
、
運
転
資
金
な
ど
の
融

資
を
断
ら
れ
た
事
業
主
 

②
取
引
金
融
機
関
か
ら
整
理
改
修

機
構
へ
の
債
権
譲
渡
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
事
業
主
 

③
産
業
再
生
機
構
に
よ
っ
て
関
係

金
融
機
関
な
ど
の
債
権
の
買
取
決

定
が
行
わ
れ
た
事
業
主
 

④
取
引
金
融
機
関
か
ら
、
経
営
合

理
化
計
画
の
作
成
を
前
提
と
し
て
、

債
権
放
棄
な
ど
を
受
け
た
事
業
主
 

　
雇
用
調
整
方
針
の
対
象
離
職
者

へ
は
、
再
就
職
の
た
め
の
支
援
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。
雇
用
調
整
方

針
を
届
出
た
事
業
主
は
、
各
種
労

働
移
動
支
援
に
関
す
る
助
成
金
な

ど
が
受
け
や
す
く
な
り
、
雇
用
調

整
方
針
の
対
象
者
を
雇
い
入
れ
た

事
業
主
に
は
、
1
人
あ
た
り
60
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
雇
用
調
整
方
針
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
、
離
職
者
へ
の

支
援
内
容
は
産
業
雇
用
安
定
セ
ン

タ
ー
�
０
９
２-

４
３
４-

６
１
１

０
へ
 

    　
犯
罪
の
被
害
者
や
犯
罪
を
告
訴
・

告
発
し
た
人
か
ら
検
察
官
の
不
起

訴
処
分
を
不
服
と
し
て
申
立
て
が

あ
っ
た
と
き
に
審
査
を
始
め
ま
す
。
 

　
審
査
員
は
選
挙
権
を
有
す
る
国

民
の
中
か
ら「
く
じ
」で
選
ば
れ
た

11
人
が
、
国
民
を
代
表
し
て
申
立

の
あ
っ
た
検
察
官
の
不
起
訴
処
分

を
審
査
し
ま
す
。
 

　
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、

国
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
地
方
裁
判
所

小
倉
支
部
内
小
倉
検
察
審
査
会
事

務
局
�
５
６
１-

３
４
３
１
へ
 

   　
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
最

低
賃
金
。
福
岡
県
で
は
10
月
19
日

か
ら
１
時
間
当
た
り
６
４
４
円
と

な
り
ま
し
た
。
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
労
働
局
 

�
０
９
２-

４
１
１-

４
５
７
８
へ
 

   

　秋風の中、町内の文化財を歩いて

めぐりませんか？意外な発見がある

かもしれませんよ。 

 

と　　き　11月22日（土） 

　　　　　午前10時から2時間程度 

集合場所　西部公民館 

内　　容　内浦地区の文化財めぐり 

参 加 費　無料 

申し込み・問い合わせ 

　　　　　社会教育課へ 

こんなものがあったんだ！？ 

町内の文化財めぐり 
 

岡垣 

問
�
２
８
２-

１
５
１
５
 



対　　象　65歳以上で岡垣町に住民票のある人 

接種期間　10月20日から平成16年3月31日まで 

接種回数　１回 

料　　金　千円。ただし、生活保護世帯・町民税

非課税世帯(世帯全員が町民税非課税)の人は無料と

なりますので、接種前に健康福祉課で手続きをし

てください。 

接種医療機関　ポスターの貼ってある町内および

遠賀郡・中間市の医療機関で受けてください。遠

賀郡・中間市以外の医療機関で接種を希望する人は、

接種依頼書が必要です。接種前に健康福祉課で手

続きしてください。 

問い合わせ　健康福祉課健康づくり係へ 

※2人以上の児童を有する受給者に係る加算額は、第2子5,000円、第3子以降１人につき3,000円で、変更

　はないものであること。 

※国民年金法の改正…平成14年平均の全国消費者物価指数は前年比マイナス0.9�となり、それに基づいて、
　平成15年4月から国民年金額などの改定が行われました。 

 

 

 

　65歳以上の人を対象に、インフルエンザ予防接

種を実施します。法律改正により、公費負担で(一

部負担金があります)受けられます。予防接種を受

けることで、インフルエン

ザにかかりにくい、もしく

はかかっても軽くてすむ効

果があります。なるべく流

行する前(11月から12月)に、

かかりつけ医に相談し、接

種しましょう。 

インフルエンザが流行する前に！ 
高齢者インフルエンザ予防接種 
 

 

 

　町では、特定疾患患者や小児慢性特定疾患患者、

またはその保護者に、特定疾患患者見舞金を支給し

ます。　 

●支給要件の対象者　10月1日現在で、下記3つの

条件すべてにあてはまる人。 

�岡垣町に住民登録している人 
�有効期間内の特定疾患医療受給者証、または小児
　慢性特定疾患医療受診券を持っている人 

�対象者として認定されて、現に医療機関で治療を
　受けている人 

※軽快者として特定疾患登録者証の交付を受けた人

　は、この見舞金は該当しません。 

●支給手続　平成15年度分の支給申請の手続きには、

下記の①から④を持参し、11月28日までに健康福

祉課へ申請してください。 

　なお、特定疾患医療受給者証の更新手続きなどで

間に合わない人はご連絡ください。 

　国の制度見直しに伴い、特定疾患医療受給者証の

有効期間は、毎年10月1日から翌年9月30日までと

変更になります。 

《持参する物》 

①特定疾患医療受給者証（有効期間：平成15年10月

　１日から平成16年9月30日）または、小児慢性特

　定疾患医療受診券（有効期間：平成15年４月１日

　から平成16年3月31日）の写し 

②医療機関で治療を受けている証明(領収書など) 

③認印 

④本人（未成年の場合は保護者）名義の金融機関の振

　込口座（郵便局は除く）※申請書は役場にあります。 

●支給金額　特定疾患患者一人に、年額12,000円（見

　舞金は12月に支給します。） 

●問い合わせ　健康福祉課生活福祉係へ 

10月から児童扶養手当額が改定されます 
　平成15年度の年金額などの改定に基づき10月から 

平成16年３月までの月分の児童扶養手当の額が改定 

されます。 

　額の改定は10月から行うもので、4月から9月まで 

の月分の児童扶養手当の額の改定はありません。 

問い合わせ  こども未来課へ 

区　分 

全部支給 

一部支給 

10月～平成16年3月 ９月まで 

42,000円 42,370円 

9,910円～41,990円 10,000円～42,360円 

特定疾患患者見舞金の支給 

※平成16年4月以降は未定 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

広報おかがき　平成15年10月25日号 広報おかがき　平成15年10月25日号 

第136回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

①黒豆の炊き込みごはん 
②三色ピーマンの 
　　　　　ごまみそ和え 

《①の材料6人分》 

《①の作り方》 

《②の材料4人分》 

１　胚芽精米は洗い水と炊飯器に
　入れ、炊くまで30分ほどおく。 
２　黒豆は汚れをふきとり耐熱皿
　に広げて入れ、電子レンジで３
　分30秒加熱する。 
３　ニンジンとサツマイモは1�角
　に切る。 
４　１にAを入れてまぜ、黒豆、
　ニンジン、サツマイモを加え、
　普通に炊く。 

《②の作り方》 
１　ピーマンは縦4つに切り、へた
　と種を除き、更に横にして薄切
　にする。 
２　湯でさっとゆがいてザルにあ
　げる。 
３　Aのごまみそで熱いままの２
　を和える。 

○胚芽精米2カップ○水440cc○黒
豆30�○ニンジン30�○サツマイ
モ60� 
○A＝酒大2・しょうゆ小2・塩小3
分の1

○ピーマン2個○黄・赤ピーマン各
3分の1個 
○A＝練り白ごま大1・みそ小1・塩少  々

一人分の栄養価 

献立① 

献立② 

エネルギー237��  たんぱく質5.6� 
脂肪2.1�  カルシウム21��  
鉄分1.1��  繊維2.1�  塩0.7� 

エネルギー65��  たんぱく質2.2� 
脂肪4.5�  カルシウム11.0�� 
鉄分0.7��  繊維1.9�  塩0.3� 

����

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 

 

 

糖
尿
病
を
予
防
し
よ
う
 

　
11
月
３
日
か
ら
９
日
は
全
国
糖

尿
病
週
間
で
す
。
糖
尿
病
は
、
高

血
圧
や
心
臓
病
な
ど
と
並
ん
で
、

生
活
習
慣
と
関
係
が
深
い
こ
と
か

ら
呼
ば
れ
る
「
生
活
習
慣
病
」
の
代

表
で
す
。
そ
の
患
者
数
は
急
速
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
40
歳
以
上
の

７
人
に
ひ
と
り
が
糖
尿
病
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
、
一
度

発
症
し
た
ら
一
生
治
療
が
必
要
な

病
気
で
す
。
放
置
す
る
と
数
々
の

合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、
透
析
や

失
明
な
ど
の
問
題
が
生
じ
ま
す
。

正
し
い
知
識
で
予
防
・
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
心
が
け
て
合
併
症
を

防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

 　
糖
尿
病
は
、
す
い
臓
か
ら
分
泌

さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
の
作
用
不
足
に
よ
っ
て
代
謝

の
異
常
が
起
き
、
「
血
糖
値
」
が
高

く
な
る
病
気
で
す
。
初
期
に
は
自

覚
症
状
も
な
く
進
行
し
ま
す
。
一

般
的
に
言
わ
れ
る「
の
ど
が
渇
く
・

疲
れ
や
す
い
・
尿
の
量
が
多
く
な
る
・

体
重
が
急
に
減
っ
た
」な
ど
の
自
覚

症
状
は
糖
尿
病
が
進
行
し
て
は
じ

め
て
現
れ
ま
す
。
進
行
し
た
り
、

合
併
症
が
出
た
り
し
て
か
ら
気
づ

く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
危
険
因

子
を
避
け
た
生
活
習
慣
を
送
り
、

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

 １
　
標
準
体
重
を
保
つ
 

　
肥
満
は
糖
尿
病
の
主
な
原
因
の

一
つ
で
す
。
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
糖
尿
病
予
防
の
第
一
歩
。
適
正

体
重
は
身
長
（
メ
ー
ト
ル
）
の
２
乗

に
22
を
か
け
た
値
で
す
。
 

２
　
定
期
健
診
を
受
け
る
 

　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め

に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
健
診
で
す
。

血
糖
検
査
な
ど
の
健
診
結
果
か
ら

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
重
要

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
異
常
値
が
出

れ
ば
受
診
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放

っ
て
お
く
と
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に

静
か
に
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、
脳

卒
中
・
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
命
に

か
か
わ
る
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
 

３
　
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
す
る
 

　
食
べ
す
ぎ
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
作

用
を
悪
く
し
ま
す
。
糖
尿
病
だ
か

ら
糖
分
を
減
ら
せ
ば
い
い
と
い
う

の
は
間
違
い
で
す
。
過
食
や
脂
肪

の
過
剰
摂
取
を
控
え
、
量
、
質
と

も
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

心
が
け
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
控

え
ま
す
。
 

４
　
適
度
な
運
動
を
し
ま
す
 

　
運
動
を
す
る
と
血
糖
値
が
下
が

り
ま
す
。
ま
た
、
運
動
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
と
イ
ン
ス
リ
ン
の

効
果
が
強
ま
り
ま
す
。
運
動
は
体

重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
に
、
体

を
動
か
す
機
会
を
増
や
す
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
あ
と
千
歩
、

歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

  　
糖
尿
病
に
よ
る
高
血
糖
状
態
は
、

医
師
の
指
導
を
受
け
治
療
を
守
れ

ば
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
が
不

足
し
て
い
る
状
態
は
、
長
年
の
生

活
習
慣
の
結
果
や
加
齢
の
結
果
と

し
て
起
き
た
も
の
な
の
で
、
な
か

な
か
元
に
は
戻
せ
ま
せ
ん
。
糖
尿

病
は「
し
っ
か
り
治
療
を
し
て
い
れ

ば
、
一
生
治
っ
た
と
同
じ
状
態
を

保
つ
こ
と
が
で
き
る
病
気
」で
す
。

正
し
い
知
識
に
も
と
づ
い
た
自
己

管
理
が
大
切
な
病
気
で
す
。
 

 

糖
尿
病
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
 

　
　
　
　
　
　
で
き
る
病
気
で
す
 

●偏った栄養 
　バランス・過食 

●肥満 

●運動不足 

●加齢・ 
　遺伝的要素 

●ストレス・飲酒 

●動脈硬化 

●視力障害 

●腎 障 害  

●神経障害 

ひどくなると 

ひどくなると 

ひどくなると 

とうせき 

※ え　そ か　し 

ひどくなると 

脳卒中・心臓病 

失　明 

人工透析が必要 

壊疽による下肢切断 

※壊疽とは、人体の一部分の組織が、生活力がなく 
　なって死んだ状態になることをいいます。 

糖
尿
病
は
こ
の
よ
う
に
進
行 

合併症 危険因子 

糖
尿
病
の
危
険
因
子
を
避
け
ま
す
 

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
野
口
　
洋
子
 



対　　象　65歳以上で岡垣町に住民票のある人 

接種期間　10月20日から平成16年3月31日まで 

接種回数　１回 

料　　金　千円。ただし、生活保護世帯・町民税

非課税世帯(世帯全員が町民税非課税)の人は無料と

なりますので、接種前に健康福祉課で手続きをし

てください。 

接種医療機関　ポスターの貼ってある町内および

遠賀郡・中間市の医療機関で受けてください。遠

賀郡・中間市以外の医療機関で接種を希望する人は、

接種依頼書が必要です。接種前に健康福祉課で手

続きしてください。 

問い合わせ　健康福祉課健康づくり係へ 

※2人以上の児童を有する受給者に係る加算額は、第2子5,000円、第3子以降１人につき3,000円で、変更

　はないものであること。 

※国民年金法の改正…平成14年平均の全国消費者物価指数は前年比マイナス0.9�となり、それに基づいて、
　平成15年4月から国民年金額などの改定が行われました。 

 

 

 

　65歳以上の人を対象に、インフルエンザ予防接

種を実施します。法律改正により、公費負担で(一

部負担金があります)受けられます。予防接種を受

けることで、インフルエン

ザにかかりにくい、もしく

はかかっても軽くてすむ効

果があります。なるべく流

行する前(11月から12月)に、

かかりつけ医に相談し、接

種しましょう。 

インフルエンザが流行する前に！ 
高齢者インフルエンザ予防接種 
 

 

 

　町では、特定疾患患者や小児慢性特定疾患患者、

またはその保護者に、特定疾患患者見舞金を支給し

ます。　 

●支給要件の対象者　10月1日現在で、下記3つの

条件すべてにあてはまる人。 

�岡垣町に住民登録している人 
�有効期間内の特定疾患医療受給者証、または小児
　慢性特定疾患医療受診券を持っている人 

�対象者として認定されて、現に医療機関で治療を
　受けている人 

※軽快者として特定疾患登録者証の交付を受けた人

　は、この見舞金は該当しません。 

●支給手続　平成15年度分の支給申請の手続きには、

下記の①から④を持参し、11月28日までに健康福

祉課へ申請してください。 

　なお、特定疾患医療受給者証の更新手続きなどで

間に合わない人はご連絡ください。 

　国の制度見直しに伴い、特定疾患医療受給者証の

有効期間は、毎年10月1日から翌年9月30日までと

変更になります。 

《持参する物》 

①特定疾患医療受給者証（有効期間：平成15年10月

　１日から平成16年9月30日）または、小児慢性特

　定疾患医療受診券（有効期間：平成15年４月１日

　から平成16年3月31日）の写し 

②医療機関で治療を受けている証明(領収書など) 

③認印 

④本人（未成年の場合は保護者）名義の金融機関の振

　込口座（郵便局は除く）※申請書は役場にあります。 

●支給金額　特定疾患患者一人に、年額12,000円（見

　舞金は12月に支給します。） 

●問い合わせ　健康福祉課生活福祉係へ 

10月から児童扶養手当額が改定されます 
　平成15年度の年金額などの改定に基づき10月から 

平成16年３月までの月分の児童扶養手当の額が改定 

されます。 

　額の改定は10月から行うもので、4月から9月まで 

の月分の児童扶養手当の額の改定はありません。 

問い合わせ  こども未来課へ 

区　分 

全部支給 

一部支給 

10月～平成16年3月 ９月まで 

42,000円 42,370円 

9,910円～41,990円 10,000円～42,360円 

特定疾患患者見舞金の支給 

※平成16年4月以降は未定 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

広報おかがき　平成15年10月25日号 広報おかがき　平成15年10月25日号 

第136回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

①黒豆の炊き込みごはん 
②三色ピーマンの 
　　　　　ごまみそ和え 

《①の材料6人分》 

《①の作り方》 

《②の材料4人分》 

１　胚芽精米は洗い水と炊飯器に
　入れ、炊くまで30分ほどおく。 
２　黒豆は汚れをふきとり耐熱皿
　に広げて入れ、電子レンジで３
　分30秒加熱する。 
３　ニンジンとサツマイモは1�角
　に切る。 
４　１にAを入れてまぜ、黒豆、
　ニンジン、サツマイモを加え、
　普通に炊く。 

《②の作り方》 
１　ピーマンは縦4つに切り、へた
　と種を除き、更に横にして薄切
　にする。 
２　湯でさっとゆがいてザルにあ
　げる。 
３　Aのごまみそで熱いままの２
　を和える。 

○胚芽精米2カップ○水440cc○黒
豆30�○ニンジン30�○サツマイ
モ60� 
○A＝酒大2・しょうゆ小2・塩小3
分の1

○ピーマン2個○黄・赤ピーマン各
3分の1個 
○A＝練り白ごま大1・みそ小1・塩少  々

一人分の栄養価 

献立① 

献立② 

エネルギー237��  たんぱく質5.6� 
脂肪2.1�  カルシウム21��  
鉄分1.1��  繊維2.1�  塩0.7� 

エネルギー65��  たんぱく質2.2� 
脂肪4.5�  カルシウム11.0�� 
鉄分0.7��  繊維1.9�  塩0.3� 

����
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糖
尿
病
を
予
防
し
よ
う
 

　
11
月
３
日
か
ら
９
日
は
全
国
糖

尿
病
週
間
で
す
。
糖
尿
病
は
、
高

血
圧
や
心
臓
病
な
ど
と
並
ん
で
、

生
活
習
慣
と
関
係
が
深
い
こ
と
か

ら
呼
ば
れ
る
「
生
活
習
慣
病
」
の
代

表
で
す
。
そ
の
患
者
数
は
急
速
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
40
歳
以
上
の

７
人
に
ひ
と
り
が
糖
尿
病
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
、
一
度

発
症
し
た
ら
一
生
治
療
が
必
要
な

病
気
で
す
。
放
置
す
る
と
数
々
の

合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、
透
析
や

失
明
な
ど
の
問
題
が
生
じ
ま
す
。

正
し
い
知
識
で
予
防
・
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
心
が
け
て
合
併
症
を

防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

 　
糖
尿
病
は
、
す
い
臓
か
ら
分
泌

さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
の
作
用
不
足
に
よ
っ
て
代
謝

の
異
常
が
起
き
、
「
血
糖
値
」
が
高

く
な
る
病
気
で
す
。
初
期
に
は
自

覚
症
状
も
な
く
進
行
し
ま
す
。
一

般
的
に
言
わ
れ
る「
の
ど
が
渇
く
・

疲
れ
や
す
い
・
尿
の
量
が
多
く
な
る
・

体
重
が
急
に
減
っ
た
」な
ど
の
自
覚

症
状
は
糖
尿
病
が
進
行
し
て
は
じ

め
て
現
れ
ま
す
。
進
行
し
た
り
、

合
併
症
が
出
た
り
し
て
か
ら
気
づ

く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
危
険
因

子
を
避
け
た
生
活
習
慣
を
送
り
、

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

 １
　
標
準
体
重
を
保
つ
 

　
肥
満
は
糖
尿
病
の
主
な
原
因
の

一
つ
で
す
。
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
糖
尿
病
予
防
の
第
一
歩
。
適
正

体
重
は
身
長
（
メ
ー
ト
ル
）
の
２
乗

に
22
を
か
け
た
値
で
す
。
 

２
　
定
期
健
診
を
受
け
る
 

　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め

に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
健
診
で
す
。

血
糖
検
査
な
ど
の
健
診
結
果
か
ら

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
重
要

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
異
常
値
が
出

れ
ば
受
診
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放

っ
て
お
く
と
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に

静
か
に
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、
脳

卒
中
・
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
命
に

か
か
わ
る
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
 

３
　
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
す
る
 

　
食
べ
す
ぎ
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
作

用
を
悪
く
し
ま
す
。
糖
尿
病
だ
か

ら
糖
分
を
減
ら
せ
ば
い
い
と
い
う

の
は
間
違
い
で
す
。
過
食
や
脂
肪

の
過
剰
摂
取
を
控
え
、
量
、
質
と

も
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

心
が
け
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
控

え
ま
す
。
 

４
　
適
度
な
運
動
を
し
ま
す
 

　
運
動
を
す
る
と
血
糖
値
が
下
が

り
ま
す
。
ま
た
、
運
動
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
と
イ
ン
ス
リ
ン
の

効
果
が
強
ま
り
ま
す
。
運
動
は
体

重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
に
、
体

を
動
か
す
機
会
を
増
や
す
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
あ
と
千
歩
、

歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

  　
糖
尿
病
に
よ
る
高
血
糖
状
態
は
、

医
師
の
指
導
を
受
け
治
療
を
守
れ

ば
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
が
不

足
し
て
い
る
状
態
は
、
長
年
の
生

活
習
慣
の
結
果
や
加
齢
の
結
果
と

し
て
起
き
た
も
の
な
の
で
、
な
か

な
か
元
に
は
戻
せ
ま
せ
ん
。
糖
尿

病
は「
し
っ
か
り
治
療
を
し
て
い
れ

ば
、
一
生
治
っ
た
と
同
じ
状
態
を

保
つ
こ
と
が
で
き
る
病
気
」で
す
。

正
し
い
知
識
に
も
と
づ
い
た
自
己

管
理
が
大
切
な
病
気
で
す
。
 

 

糖
尿
病
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
 

　
　
　
　
　
　
で
き
る
病
気
で
す
 

●偏った栄養 
　バランス・過食 

●肥満 

●運動不足 

●加齢・ 
　遺伝的要素 

●ストレス・飲酒 

●動脈硬化 

●視力障害 

●腎 障 害  

●神経障害 

ひどくなると 

ひどくなると 

ひどくなると 

とうせき 

※ え　そ か　し 

ひどくなると 

脳卒中・心臓病 

失　明 

人工透析が必要 

壊疽による下肢切断 

※壊疽とは、人体の一部分の組織が、生活力がなく 
　なって死んだ状態になることをいいます。 

糖
尿
病
は
こ
の
よ
う
に
進
行 

合併症 危険因子 

糖
尿
病
の
危
険
因
子
を
避
け
ま
す
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人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

11
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 123456789101112131415161718192021222324252627282930

広報おかがき　平成15年10月25日号 広報おかがき　平成15年10月25日号 ����

11月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の2日前までに環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください。 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます。 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください。 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回大型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、三吉団地、原、 
波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津、百合ヶ丘 その時、診察してもらえる当番医を教 
えてくれます。 （　　　　　　　　） 

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

波
津
、
西
黒
山
 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
海
老
津
、
野
間
三（
高
倉
団
地
、 

西
鉄
団
地
） 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

内
浦
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
、
吉
木
、
高
倉
 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉 

波
津
、
吉
木
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四 

吉
木
、
高
塚
、
高
倉
、
上
高
倉
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、 

野
間
三
、
野
間
四
、
山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、 

茅
原
、
新
海
老
津
、
旭
台 

3 
（月） 

４ 
（火） 

１ 
（土） 

２ 
（日） 

５ 
（水） 

６ 
（木） 

７ 
（金） 

８ 
（土） 

９ 
（日） 

10 
（月） 

11 
（火） 

12 
（水） 

13 
（木） 

15 
（土） 

16 
（日） 

17 
（月） 

18 
（火） 

19 
（水） 

20 
（木） 

21 
（金） 

22 
（土） 

23 
（日） 

24 
（月） 

25 
（火） 

26 
（水） 

27 
（木） 

28 
（金） 

29 
（土） 

30 
（日） 

10
／
31
〜
11
／
３
◎
町
民
文
化
祭（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
ほ
か
） 

〜
９
日
◎
岡
垣
町
文
化
財
展
示(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

９
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
冨
久
美
新
舞
踊（
冨
久
美
あ
や
子
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00  
 

◎
ペ
タ
ン
ク
教
室（
戸
切
周
辺
地
域
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00 
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

 
◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
21
回
体
育
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）７
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

祝
・
文
化
の
日〈
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
・
13
日（
木
）に
振
替
〉 

◎
剣
道
連
盟
・
少
年
剣
道
大
会（
町
民
武
道
館
）７
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00 

 

◎
献
血（
中
央
公
民
館
）９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30（
東
部
公
民
館
）13 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
30
 

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里)

９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30 

◎
自
由
広
場（
い
こ
い
の
里
）９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30 

◎
健
康
相
談･

栄
養
相
談(

い
こ
い
の
里)

10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会(

笠
ひ
と
み)

」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00  

 

◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付 

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30  

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
宗
家
西
川
流（
西
川
昌
蔵
）」(
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14 
‥ 
30  

◎
岡
垣
お
笑
い
劇
場「
ナ
ポ
レ
オ
ン
ズ
＆
春
風
亭
昇
太
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
花
柳
流（
花
柳
朱
扇
会
）」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
教
育
長
杯
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
町
民
体
育
館
）
８
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付 

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30  

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室「
予
約
制
・
健
康
福
祉
課
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）13 
‥ 
30
〜
15 
‥ 
30 
 

◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30 

◎
２
歳
児
相
談（
い
こ
い
の
里
）初
回
＝
13 
‥ 
10
〜
13 
‥ 
30
受
付 

２
回
目
以
降
＝
13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付 

 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
秀
宝
会（
三
味
線
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18 
‥ 
30 
〜
19 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
歌
謡
教
室
演
歌
み
ち
）」（
い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00 

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
宗
像
大
社
め
ぐ
り(

東
郷)

８
‥ 
30
〜
15 
‥ 
00
 

◎
ペ
タ
ン
ク
教
室（
戸
切
周
辺
地
域
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30  

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
観
月
流（
観
月
麗
宝
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
混
合
大
会「
壮
年
後
期
」（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）９
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付 

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室「
予
約
制
・
健
康
福
祉
課
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）13 
‥ 
30
〜
15 
‥ 
30
 

◎
１
歳
６
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付 

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00  

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
こ
ろ
ば
な
い
先
の
予
防
講
演
会
　
対
象
‥
岡
垣
東
中
学
校
区
内
の
65
歳
以
上
の
人（
東
部
公
民
館
）
13 
‥ 
30
〜
15 
‥ 
00
 

◎
ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付 

◎
伊
勢
正
三
ソ
ロ
ラ
イ
ブ
〜
君
と
歩
い
た
青
春
〜（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）19 
‥ 
00
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30  

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
林
隆
三（
俳
優
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
45  

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
踊
・
総
合
ダ
ン
ス
・
歌
、ほ
か（
ジ
ョ
イ
フ
レ
ン
ド
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00 
〜
13 
‥ 
00 

◎
ペ
タ
ン
ク
連
盟
・
秋
季
大
会「
シ
ン
グ
ル
ス
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
・
海
老
津
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ
）
８
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
岡
垣
町
の
文
化
財
め
ぐ
り（
西
部
公
民
館
集
合
）10 
‥ 
00
 

祝
・
勤
労
感
謝
の
日 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
若
峰
流（
若
峰
寿
洋
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
混
合
大
会「
青
年
後
期
」（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
９
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00 

◎
弓
道
連
盟
・
シ
ル
バ
ー
大
会（
町
民
弓
道
場
）10 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

〈
振
替
休
日
〉  

 

◎
献
血（
役
場
）13 
‥ 
30
〜
16 
‥ 
00  

◎
Ｚ
ｅ
ｐ
ｈ
ｙ
ｒ 

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
２
０
０
３（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）19 
‥ 
00
 

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
今
日
は
マ
マ
が
主
役
よ
！
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30 

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
秋
季
大
会
お
よ
び
計
画
会
議（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
・
東
部
公
民
館
）
９
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00 

◎
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
芦
屋
町
町
民
会
館
）14 
‥ 
00
 

◎
シ
サ
イ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）19 
‥ 
00 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
扇
流（
藤
扇
豊
丞
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00  

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
皿
倉
山
登
山（
八
幡
）８
‥ 
10
〜
15 
‥ 
00  

◎
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
ク
ラ
ブ
内
ダ
ブ
ル
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）８
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
勝
武（
鐘
井
武
志
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00  

◎
卓
球
連
盟
・
オ
ー
プ
ン
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）８
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00  

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
第
６
回
冬
季
大
会「
連
盟
会
長
杯
」（
町
民
体
育
館
）
９
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

〈
11
月
３
日
分
不
燃
ゴ
ミ
収
集
の
振
替
日
〉 

○国民年金保険料………11月分 

○保育料…………………11月分 

○町営住宅家賃…………11月分 

○国民健康保険税………６期分（12月1日） 

○心配ごと相談…… 

　14日（金）「西部公民館」 

　21日（金）「東部公民館」 

　28日（金）「いこいの里」13：30～16：00 

○法律相談…… 

　14日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です。 

　�２８３－２９４０へ 
○行政相談…… 

　14日（金）・28日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
11月上旬  
……『竹龍会作陶展』  
11月下旬  
……『ポストの想い出』 

こ
の
税
金
　
新
な
明
日
　
支
え
る
よ
　
　
美
通
　
静
香
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
か
ら
 

14 
（金） 

11月の行事予定 11月の行事予定 



人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

11
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 123456789101112131415161718192021222324252627282930

広報おかがき　平成15年10月25日号 広報おかがき　平成15年10月25日号 ����

11月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の2日前までに環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください。 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます。 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください。 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回大型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、三吉団地、原、 
波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津、百合ヶ丘 その時、診察してもらえる当番医を教 
えてくれます。 （　　　　　　　　） 

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

波
津
、
西
黒
山
 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
海
老
津
、
野
間
三（
高
倉
団
地
、 

西
鉄
団
地
） 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

内
浦
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
、
吉
木
、
高
倉
 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉 

波
津
、
吉
木
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四 

吉
木
、
高
塚
、
高
倉
、
上
高
倉
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、 

野
間
三
、
野
間
四
、
山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、 

茅
原
、
新
海
老
津
、
旭
台 

3 
（月） 

４ 
（火） 

１ 
（土） 

２ 
（日） 

５ 
（水） 

６ 
（木） 

７ 
（金） 

８ 
（土） 

９ 
（日） 

10 
（月） 

11 
（火） 

12 
（水） 

13 
（木） 

15 
（土） 

16 
（日） 

17 
（月） 

18 
（火） 

19 
（水） 

20 
（木） 

21 
（金） 

22 
（土） 

23 
（日） 

24 
（月） 

25 
（火） 

26 
（水） 

27 
（木） 

28 
（金） 

29 
（土） 

30 
（日） 

10
／
31
〜
11
／
３
◎
町
民
文
化
祭（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
ほ
か
） 

〜
９
日
◎
岡
垣
町
文
化
財
展
示(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

９
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
冨
久
美
新
舞
踊（
冨
久
美
あ
や
子
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00  
 

◎
ペ
タ
ン
ク
教
室（
戸
切
周
辺
地
域
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00 
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

 
◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
21
回
体
育
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）７
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

祝
・
文
化
の
日〈
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
・
13
日（
木
）に
振
替
〉 

◎
剣
道
連
盟
・
少
年
剣
道
大
会（
町
民
武
道
館
）７
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00 

 

◎
献
血（
中
央
公
民
館
）９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30（
東
部
公
民
館
）13 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
30
 

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里)

９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30 

◎
自
由
広
場（
い
こ
い
の
里
）９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30 

◎
健
康
相
談･

栄
養
相
談(

い
こ
い
の
里)

10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会(

笠
ひ
と
み)

」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00  

 

◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付 

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30  

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
宗
家
西
川
流（
西
川
昌
蔵
）」(

い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14 
‥ 
30  

◎
岡
垣
お
笑
い
劇
場「
ナ
ポ
レ
オ
ン
ズ
＆
春
風
亭
昇
太
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
花
柳
流（
花
柳
朱
扇
会
）」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
教
育
長
杯
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
町
民
体
育
館
）
８
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付 

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30  

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室「
予
約
制
・
健
康
福
祉
課
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）13 
‥ 
30
〜
15 
‥ 
30 
 

◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30 

◎
２
歳
児
相
談（
い
こ
い
の
里
）初
回
＝
13 
‥ 
10
〜
13 
‥ 
30
受
付 

２
回
目
以
降
＝
13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付 

 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
秀
宝
会（
三
味
線
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18 
‥ 
30 
〜
19 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
歌
謡
教
室
演
歌
み
ち
）」（
い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00 

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
宗
像
大
社
め
ぐ
り(

東
郷)

８
‥ 
30
〜
15 
‥ 
00
 

◎
ペ
タ
ン
ク
教
室（
戸
切
周
辺
地
域
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30  

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
観
月
流（
観
月
麗
宝
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
混
合
大
会「
壮
年
後
期
」（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）９
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付 

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室「
予
約
制
・
健
康
福
祉
課
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）13 
‥ 
30
〜
15 
‥ 
30
 

◎
１
歳
６
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付 

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00  

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
こ
ろ
ば
な
い
先
の
予
防
講
演
会
　
対
象
‥
岡
垣
東
中
学
校
区
内
の
65
歳
以
上
の
人（
東
部
公
民
館
）
13 
‥ 
30
〜
15 
‥ 
00
 

◎
ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付 

◎
伊
勢
正
三
ソ
ロ
ラ
イ
ブ
〜
君
と
歩
い
た
青
春
〜（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）19 
‥ 
00
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30  

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
林
隆
三（
俳
優
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
45  

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
踊
・
総
合
ダ
ン
ス
・
歌
、ほ
か（
ジ
ョ
イ
フ
レ
ン
ド
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00 
〜
13 
‥ 
00 

◎
ペ
タ
ン
ク
連
盟
・
秋
季
大
会「
シ
ン
グ
ル
ス
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
・
海
老
津
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ
）
８
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
岡
垣
町
の
文
化
財
め
ぐ
り（
西
部
公
民
館
集
合
）10 
‥ 
00
 

祝
・
勤
労
感
謝
の
日 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
若
峰
流（
若
峰
寿
洋
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
混
合
大
会「
青
年
後
期
」（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
９
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00 

◎
弓
道
連
盟
・
シ
ル
バ
ー
大
会（
町
民
弓
道
場
）10 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

〈
振
替
休
日
〉  

 

◎
献
血（
役
場
）13 
‥ 
30
〜
16 
‥ 
00  

◎
Ｚ
ｅ
ｐ
ｈ
ｙ
ｒ 

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
２
０
０
３（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）19 
‥ 
00
 

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
今
日
は
マ
マ
が
主
役
よ
！
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30 

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
秋
季
大
会
お
よ
び
計
画
会
議（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
・
東
部
公
民
館
）
９
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00 

◎
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
芦
屋
町
町
民
会
館
）14 
‥ 
00
 

◎
シ
サ
イ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）19 
‥ 
00 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
扇
流（
藤
扇
豊
丞
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00  

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
皿
倉
山
登
山（
八
幡
）８
‥ 
10
〜
15 
‥ 
00  

◎
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
ク
ラ
ブ
内
ダ
ブ
ル
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）８
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
勝
武（
鐘
井
武
志
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00  

◎
卓
球
連
盟
・
オ
ー
プ
ン
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）８
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00  

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
第
６
回
冬
季
大
会「
連
盟
会
長
杯
」（
町
民
体
育
館
）
９
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

〈
11
月
３
日
分
不
燃
ゴ
ミ
収
集
の
振
替
日
〉 

○国民年金保険料………11月分 

○保育料…………………11月分 

○町営住宅家賃…………11月分 

○国民健康保険税………６期分（12月1日） 

○心配ごと相談…… 

　14日（金）「西部公民館」 

　21日（金）「東部公民館」 

　28日（金）「いこいの里」13：30～16：00 

○法律相談…… 

　14日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です。 

　�２８３－２９４０へ 
○行政相談…… 

　14日（金）・28日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
11月上旬  
……『竹龍会作陶展』  
11月下旬  
……『ポストの想い出』 

こ
の
税
金
　
新
な
明
日
　
支
え
る
よ
　
　
美
通
　
静
香
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
か
ら
 

14 
（金） 

11月の行事予定 11月の行事予定 
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『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
1
0
0
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

岡
垣
の
教
育(

大
平
洋
戦
争
前
期) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
戸
切
国
民
学
校
〜 

 

編
集
 

後
記
 

　クリストファがこの岡垣町に来て、もうすぐで2か月
になります。初めの頃は私も緊張していましたが、うち
とけて仲良くしてもらっています。クリストファは、日
本語がかなり上手です。しかし、分からないこともある
みたいで、周りの私たちによく質問してきます。その質
問が、かなり鋭いというか、難しいというか、なかなか
すぐに答えることができないことがあります。例えば、
日本ではラーメンを食べる時などに、｢コクがある｣と言
いますが、いざ英語で訳すとなると、考えてしまいます。 
　逆に、クリストファと話していると、｢その日本語の
使い方、間違ってるよ！｣と言われることもあります。
　私の場合、英会話教室に行く前に、まずは日本語の勉
強をした方がいいみたいです。　　　　　　　　　(竹森) 

　10月10日に高齢者スポーツ大会が行われました。日頃
運動することがない人も参加していたと思いますが、み
なさんが元気、元気で笑顔がいっぱいでした。 
　私自身もスポーツは観るのもするのも好きで、野球を
したり、スポーツジムで運動したりしています。これか
ら寒い時期になりますが、スノーボードなどを楽しみた
いと思います。 
　私が高齢者になったときは、スポーツ大会に参加して
いたみなさんのように、元気に楽しめるように健康でい
たいものです。 
　運動は、健康には大切なことで、長生きの秘訣にもな
ります。趣味として、仲間づくりの場として、スポーツ
を楽しみましょう。　　　　　　　　　　　　　　(村上) 

ひ 
動 

と き 
の 

（９月末） 

人口……31,298人（＋25） 

世帯数…11,201世帯（＋20） 

まちの広さ…………48.51km2

　　　そのうち128人は外国人 

女性……　　16,486人（＋14） 

男性……　　14,812人（＋11） 

 
 
出生…18人　　  死亡…27人 
転入…112人　　転出…78人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　９月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

8月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

8月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 79件 
搬送人員　 70件 

出火件数　２件 
り災件数　１世帯 

救

急

 
火

災

 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち44世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

11 14 126111

0 1 20

0 1 96

16 22 176142
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し
ょ
う
し
ょ
 

は
し
げ
た
 

い
し
ぼ
と
け
 

な
ぎ
な
た
 

お
ぼ
 

　
１
９
４
１(
昭
和
16)

年
12
月
８
日
、

日
本
は
米
英
と
開
戦
し
た
。 

　
日
中
戦
争
が
膠
着
し
た
ま
ま
、
日
本

は
新
た
な
戦
争
に
突
入
し
た
。 

　
こ
の
開
戦
は
、
８
日
の
朝
、
ラ
ジ
オ

の
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
で
、｢

大
本
営
陸
海

軍
部
発
表
。
８
日
午
前
６
時
、
帝
国
陸

海
軍
は
、
本
日
未
明
、
西
太
平
洋
に
お

い
て
、
米
英
軍
と
戦
争
状
態
に
入
れ
り｣

と
報
道
さ
れ
た
。 

　
こ
の
日
、
日
本
軍
は
、
ハ
ワ
イ
の
真

珠
湾
、
上
海
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
グ
ア

ム
島
な
ど
を
攻
撃
し
た
。 

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
翌
日
（
９
日
）

の
新
聞
で
も
、
報
道
さ
れ
た
。 

　
そ
れ
に
は
、
宣
戦
布
告
（
詔
書
）
も
掲

載
さ
れ
た
。
詔
書
（
写
真
）
は
、
各
学
校

に
も
配
布
さ
れ
た
。
巻
物
風
に
し
て
、

木
の
箱
に
入
っ
て
い
る
。
私
は
、
現
物

を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
知
人
の
元

小
学
校
教
師
か
ら
、
８
年
前
ぐ
ら
い
に

譲
り
受
け

た
も
の
で

あ
る
。
戦

後
す
ぐ
、

校
長
か
ら

保
管
を
依

頼
さ
れ
、

自
宅
の
納

屋
に
置
い

て
い
た
と

い
う
。 

　
各
学
校
に
配
布
さ
れ
た｢

詔
書｣

は
、

翌
年
か
ら
、
毎
月
、
８
日
の
朝
会
で
、

校
長
が
読
み
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

　
開
戦
に
つ
い
て
は
、
12
月
９
日
、
全

校
朝
会
で
、
宣
戦
の
布
告
に
つ
い
て
、

校
長
が
訓
話
を
行
な
っ
た
。
10
日
に
は
、

全
校
朝
会
で
、｢

詔
書｣

の
奉
読
式
を
行

な
っ
た
。（
内
浦
小
の
記
録
） 

　
１
９
４
１
年
４
月
１
日
、
国
民
学
校

令
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の｢

尋

常
小
学
校｣

の
名
称
が
、｢

国
民
学
校｣

に
改
め
ら
れ
た
。
学
校
令
の
１
条
は
、

｢

国
民
学
校
ハ
帝
国
ノ
道
ニ
則
リ
テ
初

等
普
通
教
育
ヲ
施
シ
国
民
ノ
基
礎
的
錬

成
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス｣

で
あ
っ
た
。 

　
岡
垣
で
は
、
内
浦
小
、
吉
木
小
、
山

田
小
が
そ
れ
ぞ
れ
、
国
民
学
校
と
な
っ

た
。
戸
切
小
は
２
年
後
に
国
民
学
校
と

な
っ
て
、
山
田
小
か
ら
分
離
し
た
。 

　
大
野
ヒ
サ
子
さ
ん
と
武
内
久
江
さ
ん

は
、
１
９
４
４
年
３
月
、
戸
切
国
民
学

校
を
卒
業
さ
れ
た
。
当
時
の
思
い
出
を

｢

学
級
の
児
童
数
は
40
数
人
だ
っ
た
。

朝
鮮
人
の
子
弟
が
６
〜
７
人
い
た
。 

　
始
業
時
な
ど
は
、
小
使
さ
ん
が
小
さ

な
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
。 

　
４
年
の
時
に
戦
争
が
始
ま
っ
た
が
、

学
校
で
ど
ん
な
話
が
あ
っ
た
か
覚
え
て

い
な
い
。
親
か
ら
聞
い
た
よ
う
に
思
う
。 

　
５
年
の
時
は
、
本
校
の
山
田
国
民
学

校
へ
通
っ
た
。
エ
ン
ド
レ
ス(

石
炭
車
の

通
る
線
路)

の
横
の
細
い
道
を
歩
い
た
。 

　
こ
の
年
、
宗
像
大
社
ま
で
、
遠
足
で

行
っ
た
。
と
て
も
き
つ
か
っ
た
。
担
任

の
先
生
が
宗
像
だ
っ
た
の
で
、
先
生
の

家
に
寄
り
、
お
茶
を
い
た
だ
い
た
。 

　
６
年
か
ら
は
戸
切
国
民
学
校
と
な
り
、

戸
切
に
戻
っ
て
、
こ
こ
で
卒
業
し
た
。 

　
６
年
生
の
時
、
遠
賀
郡
の
小
学
校
水

泳
大
会
が
、
芦
屋
の
遠
賀
川
の
橋
桁
付

近
で
行
な
わ
れ
た
。
戸
切
は
２
位
に
入

賞
し
た
。
他
の
学
校
の
人
た
ち
が
、
び

っ
く
り
し
て
い
た
。
そ
れ
に
は
、
海
軍

兵
士
に
よ
る
水
泳
の
指
導
が
、
石
仏
の

堤
で
行
な
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
自
分

た
ち
だ
け
で
練
習
し
て
い
て
、
友
達
が

溺
れ
か
け
た
こ
と
が
あ
る
。
朝
鮮
人
の

友
達
が
助
け
て
あ
げ
た
。 

　
薙
刀
や
木
剣
の
指
導
も
受
け
た
。
そ

の
演
技
を
、
運
動
会
で
披
露
し
た
。 

　
運
動
会
の
地
区
リ
レ
ー
は
、
１
坑
、

２
坑
、
３
坑
な
ど
と
、
坑
口
単
位
に
よ

る
チ
ー
ム
編
成
で
、
盛
り
上
が
っ
た
。 

　
教
科
書
は
、
芦
屋
ま
で
買
い
に
行
っ

た
。
下
級
生
の
分
ま
で
、
買
っ
て
き
た
。 

修
学
旅
行
は
な
か
っ
た｣ 

と
語
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
江
　
東
樹 

ど
っ
ち
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ど
っ
ち
も
負
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る
な
 

ど
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